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3安全のために必ずお守りください
この製品を正しく安全にお使いいただくために、次の事項に注意してください。

	�図記号について
	⿟ この取扱説明書では、製品を安全に正しくお使いいただき、お使いになる方や他の人々への危害や財産への	
損害を未然に防止するために、いろいろな表示をしています。表示と意味は次のようになっています。� 	
内容をよく理解してから本文をお読みください。
	⿟ 誤った取り扱いをしたときに生じる危険とその程度を、次の表示で区分して説明しています。

誤った取り扱いをしたときに、�  
死亡や重傷などの重大な結果に 
結び付く可能性があるもの

誤った取り扱いをしたときに、�  
傷害または家屋･家財などの損害
に結び付く可能性があるもの

	⿟ 図記号の例

● 記号は必ずおこなっていただきたい行為を示しています。
図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜くこと）が描かれています。

 記号は禁止の行為であることを示しています。
図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。

 記号は注意（危険、警告を含む）を促す内容があることを示しています。
図の中に具体的な注意内容（左図の場合は感電注意）が描かれています。

	⿟ 図記号の意味

必ず指示に従い、おこなってください。 絶対に濡れた手で触れないでください。

絶対に分解／修理はしないでください。 破裂に注意してください。

絶対に濡らさないでください。 絶対におこなわないでください。

高温に注意してください。 絶対に水場では使用しないでください。

必ず電源プラグをコンセントから抜いてくだ
さい。 注意してください。

絶対に触れないでください。 指のケガに注意してください。

※この取扱説明書のイラストや画面はイメージであり、実際とは異なる場合があります。

家庭用品品質表示法に基づく表示
使用上のご注意
	● 内部の温度が上昇しますので、設置の場合は通気のために製品の周囲に間隔をおいてください。
	● 温度の高い場所や湿気の多い場所で使用しないでください。
	● 感電の危険があるため、裏ぶたを開けないでください。
	● ちり、ほこりをとるため内部を掃除するときは、お買い上げの販売店、電気店などにご相談ください。

表示者　大阪府大東市中垣内7丁目7番1号　船井電機株式会社
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	■ご使用になるとき

禁止

本機をぐらついた台の上や傾いた 
ところなど、不安定な場所に 
置かない

 ⿟落ちたり、倒れたりして、けがの原因となるため 
注意してください。

水漏れ禁止

本機の上に水などの入った容器や 
金属物、ろうそくを置かない 
（ 花びん、植木鉢、コップ、化粧品、 
薬品など）

 ⿟こぼれて本機の内部に入った場合は、火災・感電の 
原因となります。

水濡れ禁止

水場での使用禁止

本機を水でぬらさない
水滴のかかる場所に置かない

 ⿟海岸・水場や雨天・降雪時の窓辺での使用や設置に 
注意してください。
 ⿟風呂場では使用しないでください。
 ⿟内部に水が入ると、火災・感電・故障につながります。

改造・分解禁止

本機を改造または分解しない

 ⿟キャビネットを分解したり、カバーや裏ぶたをはず
したりしないでください。感電の原因となります。
 ⿟内部の点検・調整・修理は、お買い上げの販売店に 
ご相談ください。

指示

アンテナは送配電線から離れた 
場所に設置する

 ⿟倒れた場合は、感電事故の原因となります。

禁止

本機にダストスプレー 
（エアダスター）を使用しない

 ⿟製品内部にガスが溜まった場合は、引火し爆発する 
恐れがあります。

放置禁止

miniB-CASカードは乳幼児の 
手の届くところに放置しない

 ⿟miniB-CASカードを台紙から取り出したら、 
ただちにminiB-CASカード挿入口に挿し込んで 
ください。
 ⿟万一、お子様が飲み込んだ場合は、ただちに医師に 
ご相談ください。

	■乾電池の取り扱い

指示

乾電池を使用する場合は、被覆が 
やぶれたり、はがれたりしていない 
ものを使用する

 ⿟乾電池そのものがショートし、やけどする危険が 
あります。

禁止

乾電池は乳幼児の手の届くところに 
置かない

 ⿟万一、お子様が飲み込んだ場合は、ただちに医師に 
ご相談ください。

	■電源コード・プラグの取り扱い
電源プラグはすぐに抜けるように容易に手が届く
位置のコンセントを使用してください。  
通電を遮断するには、電源プラグを抜いてください。

禁止

本機を指定（表示）された電源電圧 
（交流100 V）以外で使用しない

 ⿟指定（表示）以外で使用すると、火災・感電・故障の 
原因となります。
 ⿟接続する前に指定の電源電圧に適合しているか 
もう一度確かめてください。

ほこりをとる

電源プラグのほこりなどはとる

 ⿟絶縁不良となり、火災・感電の原因となります。
 ⿟ほこりをとる際は、かわいた布で拭いてください。

接触禁止

雷が鳴りだしたらアンテナ線や 
電源プラグに触れない

 ⿟落雷すると感電することがあります。

ぬれ手禁止

濡れた手で電源プラグを抜き挿し 
したり、水や液体をかけたりしない

 ⿟水は電気を通すため、感電の恐れがあります。
 ⿟必ずかわいた手で持ってください。

指示

電源コードを正しく使用する
 - 束ねない
 - 延長・タコ足配線しない
 - 固定しない

 ⿟束ねての使用やステップルなどで固定すると内部の
電線が切れ発熱し焼損・発火の原因となります。
 ⿟タコ足配線すると発熱し、火災・故障の原因となります。

安全のために必ずお守りください（つづき）
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禁止

電源コードを傷つけない
 - 破損させない
 - 加熱しない
 - 引っぱらない
 - 加工しない
 - 切断しない
 - ねじらない
 - 曲げない
 - 重いものをのせない

 ⿟そのまま使用すると火災・感電の原因となります｡

禁止

電源プラグは確実に挿し込み、 
抜き挿しが弱くなったものは使用 
しない

 ⿟不完全な挿し込みは接触不良となり 
発熱・火災・感電の原因となります。
 ⿟時々点検をしてください。

禁止

本機の開口部（通風孔など）から 
内部に金属類や燃えやすいもの 
などを挿し込まない

 ⿟火災・感電の原因となります。 
特にお子様のいるご家庭ではご注意ください。

禁止

電源プラグやコードは温度や湿度の 
高いところ（こたつの中やサウナなど） 
で使用しない

 ⿟感電・火災の原因となります。

禁止

電源プラグやコードは乳幼児が 
触れたり、手が届いたりする 
ところに放置しない

 ⿟感電の原因となります。

指示

電源コードを動かすと電源がオンに 
なったりオフになったりするときや、
コードが部分的に熱いときは使用しない

	⿟コード内部の電線が切れているため、使用すると感
電・火災の原因となります。

使用中止

プラグを抜く

本機内部に水や異物が入った 
ときは使うのをやめ、電源プラグを 
コンセントから抜く

 ⿟そのまま使うと火災・感電の原因となります｡ 
お買い上げの販売店にご相談ください。
 ⿟特にお子様のいるご家庭ではご注意ください。

 ■異常が発生したとき 
（電源プラグを抜く）

使用中止

プラグを抜く

本機や電源コードが異常なとき 
 （ 煙が出ている、異常に熱い、 
変なにおいがする）は使うのをやめ 
電源プラグをコンセントから抜く

 ⿟そのまま使うと火災・感電の原因となります。 
お客様による修理は危険ですからお買い上げの 
販売店にご相談ください。

使用中止

プラグを抜く

本機を落としたり、キャビネットを 
破損したりした場合は、電源プラグを 
コンセントから抜く

 ⿟そのまま使うと火災・感電の原因となります。 
お買い上げの販売店にご相談ください。

使用中止

プラグを抜く

画面が映らない、音声が出ないなど
の故障状態のときは電源プラグを 
コンセントから抜く

 ⿟そのまま使うと火災・感電の原因となります。 
お買い上げの販売店にご相談ください。

使用中止

プラグを抜く

電源プラグやコードが傷んでいる 
場合（刃の曲がり、プラグカバーの 
傷み、心線の露出、断線など）は、 
電源プラグをコンセントから抜く

 ⿟そのまま使うと火災・感電の原因となります。 
お買い上げの販売店にご相談ください。
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注意

 ■設置・移動するとき

塩害注意

海水や塩害に注意

 ⿟海辺にお住まいの方は窓からの海水や塩害に注意
してください。

使用禁止

本機を車の中で使用しない
自動車内に放置しない

 ⿟本機は車載用ではありません。
 ⿟車載で使用した場合は、車特有のノイズをひろい、 
音声や画像が乱れます。
 ⿟窓を閉めきった自動車内では、夏場は高温になり、
キャビネットが変形し、発火・発煙事故の恐れが 
あります。また、冬場や雨期には結露が発生し、 
本機の故障の原因となります。
 ⿟お車に付いているACコンセントや市販されてい
る車載用インバータなどを使って本機を使用しな
いでください。

設置禁止

本機を次のような場所に置かない
 - 湿気やほこりの多い場所
 - 油煙や湯気が当たる場所
 - 熱器具の近く
 - 直射日光の当たる場所
 -  押し入れや本棚など風通しの悪い
場所

 -  閉めきった自動車内など高温に 
なるところ

 ⿟発熱による変形や火災・感電・故障の原因となります｡

禁止

本機の前に物を置かない

 ⿟ディスクトレイが開くときに物が倒れて、破損や 
けがの原因となります。

禁止

本機の上に乗らない

 ⿟バランスがくずれて倒れたり、落下したりして 
けがの原因となることがあります。
 ⿟特にお子様のいるご家庭ではご注意ください。

禁止

本機を持ち運ぶとき振動や衝撃を 
あたえない

 ⿟故障の原因となることがあります。

禁止

本機の通風孔をふさがない
 - 風通しの悪い狭い場所に置かない
 - じゅうたんや布団の上に置かない
 - テーブルクロスなどをかけない
 -  背面の冷却用ファンと壁やテレビ
台などの周辺物との間は、10 cm
以上の間隔をおく

 ⿟内部に熱がこもり火災の原因となります。

指示

アンテナ工事は専門業者に 
お願いする

 ⿟アンテナ工事には技術と経験が必要ですので、 
お買い上げの販売店にご相談ください。

正しく設置する

安定した場所に設置する

 ⿟本機は安定した場所に設置してください。 
転倒し、けがの原因となることがあります。

 ■電源コード・プラグの取り扱い

プラグを抜く

お手入れの際、電源プラグを 
コンセントから抜く

 ⿟安全のため必ず電源プラグをコンセントから 
抜いてください。

プラグを抜く

次のような場合は、電源プラグを 
コンセントから抜いておく

 - 長期間使わないとき
 - 旅行をするとき

 ⿟安全のため必ず電源プラグをコンセントから 
抜いてください。

プラグを抜く

本機を移動させる場合は、 
電源プラグをコンセントから抜き、
アンテナ線や外部の接続線もはずす

 ⿟そのまま移動するとコードに傷がつき火災・感電の
原因となります。

禁止

電源コードを引っ張らない

 ⿟電源プラグを抜くとき、電源コードを引っ張ると 
コードが傷つき火災・感電の原因となります。
 ⿟必ず電源プラグを持って抜いてください。

禁止

電源コードを引き回さない

 ⿟戸を介して別の部屋へ引き回さないでください。 
コード内部の電線が切れて焼損や火災の原因と 
なります。

安全のために必ずお守りください（つづき）
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禁止

電源プラグに洗剤や殺虫剤を 
かけない

 ⿟発煙・発火の原因となります。

禁止

電源コードを熱器具に近付けない

 ⿟コードの被覆が溶けて火災・感電の原因となること
があります。

 ■ご使用になるとき

掃除

年に1度を目安に本機内部の 
掃除を依頼する

 ⿟内部にほこりがたまったまま使用すると火災や 
故障の原因となることがあります。
 ⿟内部の掃除やその費用については、お買い上げの 
販売店にご相談ください。

指のケガに注意

ディスクトレイに指をはさまない
ように気をつける

 ⿟けがの原因となります。
 ⿟特にお子様のいるご家庭ではご注意ください。

 ■乾電池の取り扱い

正しく入れる

乾電池は正しく挿入する

 ⿟プラス（+）とマイナス（ – ）の向きを正しく入れる
 ⿟誤って挿入すると破裂・液漏れによりけがや周囲を
汚損する原因となることがあります。

使用禁止

指定されていない乾電池を 
使用しない

 ⿟破裂、液漏れにより、火災・けがの原因となることが
あります。

使用禁止

新しい乾電池と古い乾電池を 
混ぜて使用しない

 ⿟破裂、液漏れにより、火災・けがの原因となることが
あります。

破裂注意

乾電池の取り扱いに注意
 - ショートさせない
 - 分解・加熱をしない
 - 火の中に投入しない
 -  日光や火などの過度の熱に 
さらさない

 ⿟破裂する危険があります。
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 置き場所や取り扱い 
 J ソフトウェアのダウンロード中に本機の電源コードを抜いたり、停電が発生したりした場合は、本機が使用 
できなくなる可能性があります。

 J 本機をテレビや他のレコーダーと上下に重ねて置くと、映像や音声が乱れたりディスクが出なかったりする 
などの故障の原因となることがあります。

 J ほかの機器と近付けすぎると、機器がお互いに悪影響を与えることがあります。また、本機の近くで携帯電話や
PHSを使用すると、映像や音声にノイズが入ることがありますので、本機からできるだけ離してご使用ください。

 J 本機を移動する場合は、事前に外部接続機器（外付けハードディスクなど）を取りはずし、ケーブル類を抜き、
ディスクを取り出してください。移動時は必ず電源をオフにした状態で移動させてください。

 J 磁石や強い磁気を帯びたものを近づけると、映像や音声に悪影響を与えたり、記録が損なわれたりすることがあ
ります。

 J タテ置きでのご使用は故障の原因となることがありますので、お止めください。
 J キャビネットに殺虫剤など、揮発性のものをかけないでください。また、ゴムやビニール製品などを長時間接触
させたままにすると、変質したり塗装がはがれたりするなどの原因となります。

 J ワックスのかかった床などに直接置くと、本機底面のすべり止め用ゴムと床材の密着性が上がり、床材のはがれ 
や着色の原因となることがあります。

 J 長期間ご使用にならないときは液漏れを防ぐため、リモコンの乾電池を取り出しておいてください。また、ディスク 
が残っている場合は本機から取り出し、電源をオフにしておいてください。

 ※ 長期間ご使用にならない場合も、ときどき電源をオンにして作動させてください。ソフトウェアの更新がある場合に 
更新されなかったり、機能に支障をきたしたりして、本機が正しく作動しない場合があります。

 J 本機は日本国内専用です。海外では使用できません。また、海外での修理対応もできません。  
（This unit is designed for use in Japan only.  No servicing is available outside of Japan.）
 J 車載での使用はしないでください。
 J 本機の内部にほこりが溜まらないように、設置場所の定期清掃をおこなってください。ほこりが溜まると故障の
原因となる場合があります。

 アンテナについて 
 J 妨害電波を避けるために、電線や道路などからなるべく離してください。
 J 風雨にさらされているので、定期的に点検・交換することをおすすめします。
 J アンテナ工事には、技術と経験が必要ですので、販売店にご相談ください。

 レーザーピックアップについて 
 J 操作をおこなっても本機が正常に動作しない場合は、レーザーピックアップが汚れている可能性があります。 
点検・清掃については、お買い上げの販売店にご相談ください。市販品のレンズクリーナーやレンズクリーニング
ディスクは本機では使わないでください。故障の原因となります。

 お手入れについて 
 J キャビネットや操作パネルの汚れは、柔らかい布で軽く拭き取ってください。
 J 汚れのひどいときは、水で薄めた中性洗剤にひたした布をよく絞ってから拭き取り、最後にかわいた布でから拭き 
してください。中性洗剤をご使用の場合は、その注意書をよくお読みください。

 J シンナー、ベンジンなどは使用しないでください。傷んだり、塗料がはがれたりすることがあります。
 J 化学ぞうきんをご使用の場合は、その注意書に従ってください。

 修理について 
 J 本機が動作しなくなった場合は、ご自分で分解や修理をしないでください。  
電源プラグを抜き、お買い上げの販売店またはお客様ご相談窓口へご相談ください。

安全のために必ずお守りください（つづき）
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本書について

 J 本書の操作説明は、リモコンでの操作を中心に記載しています。
 J「本機」とは「お使いのレコーダー」のことを、「他機」とは「本機以外の機器」のことを表します。
 J 本機や本機の操作画面などで「ブルーレイディスク」を「BD」と表現していることがあります。
 J 画面表示の細部や説明文、表現、ガイド、メッセージの表示位置などは、本書と製品で異なることがあります。
 J 本書では、「アプリケーション」を省略して「アプリ」と表現している場合があります。
 J 本書で例として記載している各画面の内容やキーワードなどは説明用です。
 J 本書の説明には専門的な用語を使用している場合があります。
 J 本機の動作状態によっては、実行できない操作をしたときに画面にメッセージや が表示される場合があります。
本書では、画面にメッセージが表示される操作制限についての説明は省略している場合があります。

 J 製造番号は品質管理上重要なものです。お買い上げの際には、本機背面の製造番号と保証書の製造番号が一致し
ているかご確認ください。

本書で使用するマークの意味
マーク 説明

ご注意
{DM}

取り扱い上のご注意を記載しています。

お知らせお知らせ 機能などの補足説明、参考にしていただきたいこと、制限事項などを記載しています。

P.1 関連する内容が記載されている本書のページ番号を記載しています。

ホーム
ホーム Bを押して基本の手順 と同じ操作や設定などもおこなえます。

➡
決定 B

 や などで選択すること、または次の動作に移行する場合に記載しています。

  	 メディアや方式を表すマークメディアや方式を表すマーク

HDDIHDD 内蔵ハードディスク

USB-HDD-IUSB-HDD 外付けハードディスク

SeeQVault-HDD-I
SeeQVault
-HDD SeeQVault対応外付けハードディスク

BD-IBD BDAV方式のBD-RE／BD-R
BD-Video-IBD-Video 映画など、市販品のBD-Video
DVD-Video-IDVD-Video 映画など、市販品のDVD-Video

CD-ICD 音楽用CD
AVC-IAVC方式 AVCREC TM方式のDVD-RW／DVD-R

VR-IVR方式 VR方式のDVD-RW／DVD-R／ 
DVD-RAM

Video-IVideo方式 Video方式のDVD-RW／DVD-R

AVCHD-IAVCHD方式

AVCHD方式の映像が記録された以下の 
メディア

DVD-RW／DVD-R／DVD-RAM
USB機器※1

SDカード

JPEG-IJPEG形式

JPEGファイルが記録された以下の 
メディア

BD-RE／BD-R
DVD-RW／DVD-R
CD-RW／CD-R
USB機器
SDカード

※1  USB 機器またはSDカードに記録されたAVCHD方式の映像は、 
本機の内蔵ハードディスクにダビングしてから再生してください。 
USB 機器またはSDカードから直接再生することはできません。
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  	 リモコンについてリモコンについて

「アルカリ乾電池ご使用時の注意」
アルカリ乾電池は、外枠がプラス極になっているために、リモコンのマイナス極バネが乾電池のマイナス極と被覆 
（外枠の被覆がはがれている場合）に同時に接触した場合は、乾電池そのものがショート（短絡）状態になり、ショート 
した部分が発熱し、やけどする危険があります。 アルカリ乾電池をご使用になる場合は、被覆がやぶれたり、はがれ 
たりしていないものをご使用ください。

 J 乾電池ご使用の場合は、新しい乾電池と古い乾電池や異なる種類の乾電池（アルカリ乾電池とマンガン乾電池など） 
を混ぜずに、同一メーカー・同一型番のものを同時にご使用ください。違う乾電池を混ぜると、それぞれの乾電池 
の性能が違うため、発熱、破裂、発火の原因となりますのでご注意ください。

 J 乾電池が完全に入らない状態で使うと乾電池が発熱し、やけどや故障の原因となることがあります。
 J 乾電池はマンガン乾電池、またはアルカリ乾電池の単4 形乾電池（1.5 V 2 本）をお使いください。
 J 長期間使用しないときは、リモコンから乾電池を取り出してください。
 J 以下の場合は乾電池が消耗しています。すべての乾電池を新しいものに交換してください。（付属の乾電池は 
動作確認用です。）

 ● リモコンの使用距離が短くなってきたときや、一部のボタンを押しても動作しなくなってきたとき。
 ● リモコンモードやテレビメーカーの設定がお買い上げ時の設定（【リモコンモード3】、「FUNAI」）に戻ってしまう
とき。

 J リモコンの乾電池を交換するとリモコンモードの設定やテレビメーカーの設定がお買い上げ時の設定（【リモコ
ンモード3】、「FUNAI」）に戻ることがあります。この場合は、もう一度設定してください。

 J 不要となった乾電池は、お住まいの地域の条例に従って処理してください。
  ▶▶ リモコンが効かない場合について

 ● 本機側とリモコン側のリモコンモードが合っていない可能性があります。リモコンのリモコンモードを設定して 
ください。

 ● 乾電池が消耗している可能性があります。乾電池を交換してください。 P.15

  ▶▶ リモコンの使用範囲について
リモコンは、本機のリモコン受光部に向けて使用して 
ください。
距離…本機正面から 7 m以内
角度…本機正面から 上下約30°以内（5 m以内）
      左右約30°以内（5 m以内）

 ● リモコン受光部に強い光が当たっていると、 
リモコンが動作しないことがあります。

  ▶▶ リモコンの取り扱い
 ● 落としたり、衝撃を与えたりしないでください。
 ● 高温になる場所や湿度の高い場所に置かないでください。
 ● 水をかけたり、ぬれたものの上に置いたりしないでください。
 ● ベンジン、シンナーなど揮発性の高い液体で拭かないでください。

リモコン受光部

上下左右 
約30°以内

約7 m以内

本機前面

ご使用の前に（つづき）
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本機前面

前面カバーの
開けかた

電源ボタン

ディスクトレイ
開閉ボタン

リモコン受光部
ディスクトレイ

待機時動作中LED

電源LED※1

HDD、
DISC、
USB LED※2

無線LANアンテナ（内蔵）

AV周辺機器用USB端子

SDカードスロット

miniB-CASカード挿入口

録画LED

前面カバーが開いた状態

  �	 LEDの点灯・点滅についてLEDの点灯・点滅について
以下のようにLEDが点灯・点滅します。

HDD、DISC、USB LED
点灯 
（HDD／DISCのみ）：  電源オンのときに操作できる 

メディア
点灯（USBのみ） ： JPEGファイル再生中
点滅：   高速ダビング中、等速ダビング中、 

お引越し（LAN） ダビング中
点滅（HDDのみ） ： ソフトウェアの更新中
点灯（DISCのみ） ： ファイナライズ中

録画LED
点灯： 録画中、LAN録画中
点滅：  予約準備中、録画一時停止中、 

ディスクのファイナライズ中

待機時動作中LED
点灯：  電源オフの状態で以下のような場合

予約録画準備中、録画中、 
ダビング中、録画モード変換中、 
モバイル持ち出し変換中、 
クイック起動設定時間帯、番組データ取得中、 
放送波による自動更新中、番組を配信中

点滅：   起動中

電源LED
点灯：  動作中、電源オンにしてから動作可能になる 

まで（起動中）
消灯：  電源オフ※1

※1 使用状況によっては、電源をオフにしてからLEDが消灯するまでに時間がかかることがあります。
※2 HDDは内蔵ハードディスク／外付けハードディスク、DISCはディスク、USBはJPEGファイルの再生の状態を表しています。

 ● 本機側とリモコン側のリモコンモードが異なる場合に、リモコンの操作をすると、本機前面の録画LEDと待機時動作
中LEDが点滅します。

  �	 電源プラグについて電源プラグについて
 J 電源プラグを抜くときは、電源をオフにして、本機の電源LEDと待機時動作中LEDが消灯したことを確認して
から電源プラグを抜いてください。

 J 本機の電源プラグをコンセントから抜くと、本機背面の地上デジタル出力端子やBS･110度CS出力端子に 
接続したテレビなどで放送を受信できなくなる場合があります。その場合は、本機の電源プラグは常にコンセント 
に挿し込み（通電状態にして）、 ホーム B  ➡ 【設定】 ➡ 【放送受信設定】 ➡ 【共通設定】 ➡ 【アンテナ出力】 ➡ 【入】 にして 
おいてください。

 J 本機の動作中は電源プラグを抜き挿ししないでください。正常に録画できなかったり、録画中、編集中、ダビング
中のHDDやディスクが使用できなくなったりする恐れがあります。

 ● 本機内部の放熱をよくするために、背面の冷却用ファンと壁やテレビ台などの周辺物との間は、10 cm以上空けて 
ください。
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本機背面

通常録画/まるごと録画用
USB端子（HDD用）

外部入力端子
地上デジタル
入力／出力端子

BS･110度CS
入力／出力端子

冷却用ファン

電源コード テレビ用HDMI出力端子 LAN端子

 ● USB-HDDの種類によってUSB-HDDに同時録画できる番組数が異なります。
USB 3.0 USB 2.0
3番組まで 2番組まで

 ● 背面の冷却用ファンは、本機の電源がオン、【クイック起動】の設定時間帯、予約録画時間帯、番組データ受信時に 
常時回ります。

  	 アンテナやアンテナ線（同軸ケーブル）についてアンテナやアンテナ線（同軸ケーブル）について
 J デジタル放送用のアンテナやケーブルまたはプラグ 
は、デジタル放送対応のものをお使いください。 
アンテナ線の加工が必要な場合は、お買い上げの 
販売店にご相談ください。

 J BS･110度CSアンテナは電源の供給を必要とします。 
本機はBS･110度CSデジタル放送用アンテナへ電源の 
供給ができます。 
くわしくは「準備4 ▶ アンテナやテレビとつなぐ」

P.17 をご覧ください。

 J BS･110度CSアンテナは、方向や角度がわずかでも 
ずれると放送が映りません。調整のしかたについて、 
くわしくはアンテナに付属の取扱説明書をご覧 
ください。

 J 平行フィーダー線は受信障害の原因となることが 
あるので、使用しないでください。

 ● アンテナ線を本機につなぐ
ときは緩まない程度に手で
取り付けてください。工具
で絞めつけると端子が破損
する恐れがあります。

  	 HDMIケーブルについてHDMIケーブルについて
 J 映像･音声信号をケーブル1本でつなぐことができ、 
高画質・高音質な再生が楽しめます。また、 
ハイビジョン対応テレビと接続すると、デジタル 
放送のHD放送をハイビジョン画質で楽しむこと 
ができます。

 J HDMI-CEC（Consumer Electronics Control）を
使用して、本機とテレビとの連動操作を可能にする
機能が使えます。

 J HDMIケーブルの接続には、ハイスピード対応 
HDMIケーブルをお使いください。（ハイスピード 
対応でないHDMIケーブルで接続すると映像や音声 
が途切れてしまいます。）

 J HDMIケーブルは、タイプCなどプラグの大きさや
形状によって接続できないものもあります。

 J 本機のHDMI出力端子は、DVI入力端子付きディス 
プレイモニターやDVI－HDMIケーブルには対応 
しておりません。HDMI入力端子付きディスプレイ 
モニターの場合は、HDMI規格に準拠していれば 
利用できます。

各部のなまえとはたらき（つづき）
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リモコン
テレビの電源をオンにする／オフにする

番組表（Gガイド）を表示する

サブメニューを表示する

再生や再生中の操作で使用する

10秒戻しを実行する

テレビの音声を消す

字幕を切り換える

メディアを切り換える
HDD：  HDDまたはUSB-HDD 

（SeeQVault-HDD含む）
DISC： ディスク

テレビのリモコン信号に切り換える

数字ボタン
チャンネル番号を選ぶ
番号や文字を入力する

放送波を切り換える

地上 B…地上デジタル放送
BSB …BSデジタル放送
CSB …110度CSデジタル放送

チャンネルを順送りまたは逆送りで 
選局する

1つ前の画面に戻る
長押しの場合は、ホームメニューや
画面表示を消す

テレビの入力を切り換える

データ放送に切り換える

電源をオンにする／オフにする

ディスクトレイを開く／閉じる

番組を録画する

おすすめ再生を表示する

30秒スキップを実行する

まるごと録画一覧を表示する

ホームメニューを表示する P.22

テレビの音量を調節する

操作画面などで使用する

録画した番組を消去する
（チャンネル番号を入力する）

 ： 選ぶ
決定 ： 決定する

ディスクメニューまたは録画一覧を 
表示する P.26

ゆっくり再生の操作で使用する

本機の情報を表示する

番組内容を表示する

音声を切り換える

 ●  電源 B  以外で、上の図の  で囲われているボタンを押して本機の電源をオンにすることもできます。

 ● リモコンが正しく操作ができないときは、「症状に合わせて解決法を調べる」 P.30 をご覧ください。
 ● 乾電池の入れかたについてくわしくは P.15 をご覧ください。
 ● 本機のリモコンで、他社製または旧式の当社製ブルーレイディスク／DVDプレーヤーやビデオデッキの操作は 
できません。

 ● ボタンを押すときは、真上から力を入れすぎないように押してください。
 ● リモコンは精密機器です。丁寧に扱ってください。
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レコーダーを準備する

準備の流れ

準備1

準備2

準備3

準備4

付属品を確認する

リモコンを準備する

アンテナやテレビとつなぐ

miniB-CASカードを入れる
デジタル放送を視聴するために必要です。

【かんたん一括設定】をする
本機を使うための基本的な設定がかんたんにできます。

電源をオンにする準備5

準備6
かんたん一括設定

P.15

P.15

P.16

P.17

P.20

P.20

サポート動画のご案内
当社製品情報サイトの「サポート」ページで、
サポート動画をご覧いただけます。
サポート動画では接続方法や使いかたを	
わかりやすく説明しています。

funai.jp/cs/bd/supportmovie/

https://funai.jp/cs/bd/supportmovie/


レ
コ
ー
ダ
ー
を
準
備
す
る

15

 準備1 ▶ 付属品を確認する
□の中に、チェックマーク（ ）を付けてすべての部品が正しく付属されているかをご確認ください。 
欠品があるときは、お買い上げの販売店にご連絡ください。

□  リモコン／1台 
（FRM-101BDR）

□  miniB-CASカード／1枚 
（台紙に貼り付けてあります。）

0000 
0000 
0000 
0000 
0000

0000 
0000 
0000 
0000 
0000

地上デジタル／BS･110度CS共用

□  簡易版取扱説明書／1冊

□  同軸ケーブル（1.5 m）／1本 
（地上デジタル放送専用）

□  単4形乾電池（R03）／2本

　動作確認用

□  B-CASカードのご利用方法／1部

 準備2 ▶ リモコンを準備する

付属の動作確認用の
乾電池 2本

③ 裏ぶたをつける② 　／　をよく確かめて
　側から正しく入れる

① 下図の通り、▽マークの部分を押しながら、
矢印の方向にスライドさせてはずす

 ● アルカリ乾電池ご使用の注意  
アルカリ乾電池は外枠がプラス極になっているために、リモコンのマイナス極バネが乾電池のマイナス極と被覆 
（外枠の被覆がはがれている場合）に同時に接触したとき、乾電池そのものがショート（短絡）状態になり、ショート 
した部分が発熱し、やけどする危険があります。アルカリ乾電池をご使用になる場合は、被覆がやぶれたり、はがれた
りしていないものをご使用ください。

 ● 乾電池および乾電池の入ったリモコンは、直射日光の当たるところや熱器具、直火のそばなど温度が上がるところに 
置かないでください。

 ● 乾電池は⊖側から入れてください。

 ● 付属の乾電池は動作確認用です。早めに新しい乾電池と交換することをおすすめします。
 ● リモコン操作ができる距離が短くなってきたら、乾電池が消耗しています。新しい乾電池と交換してください。
 ● 乾電池はマンガン乾電池、またはアルカリ乾電池の単4形乾電池（1.5 V 2 本）をお使いください。
 ● 長期間使用しないときは、リモコンから乾電池を取り出してください。
 ● 乾電池ご使用の場合は、新しい乾電池と古い乾電池や異なる種類の乾電池（アルカリ乾電池とマンガン乾電池など）を 
混ぜずに、同一メーカー･同一型番のものを同時にご使用ください。違う乾電池を混ぜると、それぞれの乾電池の 
性能が違うため、発熱、破裂、発火の原因となりますのでご注意ください。
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 準備3 ▶ miniB-CASカードを入れる

  	 miniB-CASカードについてminiB-CASカードについて
本機でデジタル放送を視聴／録画いただくには、付属のminiB-CASカードが必要です。番組の著作権保護のため、
miniB-CASカードを本機に挿入しないとデジタル放送を見ることができません。

  ▶▶ miniB-CASカードについて

0000 
0000 
0000 
0000 
0000

0000 
0000 
0000 
0000 
0000

miniB-CASカード
デジタル放送を見るために
必要なカードです。

IC（集積回路）

miniB-CASカード番号

0000 
0000 
0000 
0000 
0000

 ● 折り曲げたり、重いものを載せたり、変形させたりしないでください。または分解や加工をしないでください。
 ● miniB-CASカードにはIC（集積回路）が組み込まれています。IC部には手を触れないでください。
 ● 画面にminiB-CASカードに関するメッセージが表示されたとき以外は、抜き挿しをしないでください。
 ● miniB-CASカードの抜き挿しは、必ず本機の電源をオフにし、電源プラグをコンセントから抜いておこなってください。
 ● 裏向きや逆方向から挿入しないでください。挿入方向を間違うとminiB-CASカードは機能しません。また、取り出せ 
なくなったり、破損したりする場合がありますのでご注意ください。

 ● miniB-CASカード挿入口に、miniB-CASカード以外のものを入れないでください。
 – お客様の責任でminiB-CASカードを破損したり紛失したりした場合は、再発行費用が請求されます。

 ● 付属のminiB-CASカードの台紙に記載されている文面をよくお読みください。
 ● miniB-CASカードに個人情報が書き込まれることはありません。
 ● miniB-CASカードはデジタル放送を視聴していただくために、お客様に貸与された大切なカードです。  
破損したり紛失したりした場合は、ただちに下記のカスタマーセンターにご連絡ください。

 ● miniB-CASカードについてのお問い合わせ先 （2022年3月現在）  
（株）ビーエス・コンディショナルアクセスシステムズ　カスタマーセンター  
TEL 0570-000-250 （IP電話からの場合は045-680-2868）  
受付時間 10:00～20:00 （年中無休）  
http://www.b-cas.co.jp/

  	 miniB-CASカードの入れかたminiB-CASカードの入れかた
miniB-CAS カードを入れただけでは、有料放送の契約料･受信料などを課せられることはありません。

1 赤色面を上に向け、切り欠きのある側からminiB-CAS･カード挿入口に 
まっすぐ挿入する

 ● カチッと音がするまで押し込んでください。
 ● カードは一部分が見えた状態となります。

前面カバーを開ける

SDカードスロットにminiB-CASカードを
間違えて挿入しないよう十分ご注意ください。

ご注意

準備の流れ（つづき）

http://www.b-cas.co.jp/
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次ページへつづく 

 準備4 ▶ アンテナやテレビとつなぐ
 J 以下のA～Dの接続方法から、接続するテレビやご家庭のアンテナ端子の種類に合ったものを選び、接続して 
ください。

  	 A 壁のアンテナ端子が 1つだけの場合A 壁のアンテナ端子が 1つだけの場合

BS・110度CS
アンテナ

UHF
アンテナ

地上デジタル
アンテナ入力

(UHF)

① BS・110度 CS
 デジタル放送
 アンテナケーブル
② 地上デジタル放送
 アンテナケーブル
 （付属品）
③ BS・110度 CS
 デジタル放送
 アンテナケーブル
❹ 地上デジタル放送
 アンテナケーブル
❺ BS・110度 CS
 デジタル放送
 アンテナケーブル
❻ HDMIケーブル
Ⓐ 分波器

接続に必要なもの
（②以外はすべて市販品）

壁などの
アンテナ端子

HDMI
映像･音声入力

BS･110度
CSアンテナ入力

テレビデジタル放送対応
BS・CS／U・V分波器（市販品）Ⓐ

BS・CS出力BS・CS出力 U・V出力U・V出力

本機背面

◎ 地上デジタル放送のみを視聴する場合は、①❹❻のみ使用します。
　 ①は本機の地上デジタル側の「アンテナとつなぐ」端子に直接つないでください。

①

③ ②

❺

❹

❻

  	 B 壁のアンテナ端子が 1つで、アンテナが新4K8K衛星放送対応の場合B 壁のアンテナ端子が 1つで、アンテナが新4K8K衛星放送対応の場合

地上デジタル
アンテナ入力

(UHF)

① 新4K8K衛星放送対応
 BS・110度 CS
 デジタル放送
 アンテナケーブル
② 地上デジタル放送
 アンテナケーブル
 （付属品）
③ 新4K8K衛星放送対応
 BS・110度 CS
 デジタル放送
 アンテナケーブル
④ 新4K8K衛星放送対応
 BS・110度 CS
 デジタル放送
 アンテナケーブル
❺ 新4K8K衛星放送対応
 BS・110度 CS
 デジタル放送
 アンテナケーブル
❻ 地上デジタル放送
 アンテナケーブル
❼ HDMIケーブル
Ⓐ 分波器
Ⓑ 分配器

接続に必要なもの
（②以外はすべて市販品）

UHF
アンテナ

壁などの
アンテナ端子

HDMI
映像･音声入力

BS･110度
CSアンテナ入力

新 4K8K衛星放送対応テレビ新4K8K衛星放送対応
BS・CS／U・V分波器（市販品）Ⓐ

②

❻❻

U・V出力U・V出力

本機背面

新4K8K衛星放送対応
BS・CS分配器（市販品）Ⓑ

BS・CS出力BS・CS出力
③

④ ❺

①

Ⓐ

❻❼

分配器を使用して、信号を事前に
分配することが必要です。

新 4K8K衛星放送の信号に対応していないため、
新 4K8K衛星放送チューナー内蔵テレビとの接続には使えません。

新4K8K衛星放送対応
BS・110度CSアンテナ
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  	 C 壁のアンテナ端子が2つの場合C 壁のアンテナ端子が2つの場合

◎ 地上デジタル放送のみを視聴する場合は、①❹❺のみ使用します。

BS・110度CS
アンテナ

UHF
アンテナ

本機背面

地上デジタル
アンテナ入力

(UHF)

① 地上デジタル放送
 アンテナケーブル
 （付属品）
② BS・110度 CS
 デジタル放送
 アンテナケーブル
❸ BS・110度 CS
 デジタル放送
 アンテナケーブル
❹ 地上デジタル放送
 アンテナケーブル
❺ HDMIケーブル

接続に必要なもの
（①以外はすべて市販品）

壁などの
アンテナ端子

HDMI
映像･音声入力

BS･110度
CSアンテナ入力

テレビ

地デジアンテナ

①①

②

❸

❹

❺

  	 D 壁のアンテナ端子が2つで、アンテナが新4K8K衛星放送対応の場合D 壁のアンテナ端子が2つで、アンテナが新4K8K衛星放送対応の場合

本機背面

地上デジタル
アンテナ入力

(UHF)

① 地上デジタル放送
 アンテナケーブル
 （付属品）
② 新4K8K衛星放送対応
 BS・110度 CS
 デジタル放送
 アンテナケーブル
③ 新4K8K衛星放送対応
 BS・110度 CS
 デジタル放送
 アンテナケーブル
❹ 新4K8K衛星放送対応
 BS・110度 CS
 デジタル放送
 アンテナケーブル
❺ 地上デジタル放送
 アンテナケーブル
❻ HDMIケーブル
Ⓐ 分波器

接続に必要なもの
（①以外はすべて市販品）

壁などの
アンテナ端子

HDMI
映像･音声入力

BS･110度
CSアンテナ入力

新 4K8K衛星放送対応テレビ

❻❻

新4K8K衛星放送対応
BS・CS分配器（市販品）

Ⓐ

❺

地デジアンテナ

新4K8K衛星放送対応
BS・110度CSアンテナ

①
②

③ ❹

新 4K8K衛星放送の信号に対応していないため、
新 4K8K衛星放送チューナー内蔵テレビとの接続には使えません。

UHF
アンテナ
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 ● 一戸建て等で個別のBSアンテナを設置されている場合は、BSアンテナへの電源供給が必要です。アンテナ電源設定を 
おこなってください。（新4K8K衛星放送対応のBS・110度CSアンテナの場合は、本機から電源を供給しないでください。） 
くわしくは取扱説明書（詳細版）の「BS／CSデジタル設定」をご覧ください。

 ● 付属の同軸ケーブルは地上デジタル放送専用です。BS・110度CSデジタル放送の接続には使用しないでください。
 ● HDMIケーブルの接続には、ハイスピード対応HDMIケーブルをお使いください。ハイスピード対応でないHDMI
ケーブルで接続すると映像や音声が途切れることがあります。）

 ● 本機の電源プラグは常にコンセントに挿し込んで（通電状態にして）おいてください。本機の電源プラグをコンセント 
から抜くと、本機背面の地上デジタル放送やBS・110度CS出力端子に接続したテレビで放送を受信できなくなる 
場合があります。

 ● 新4K8K衛星放送を含むアンテナ端子と接続する場合は、分波器･分配器はSHマーク のついているものを 
ご使用ください。また、アンテナケーブルも新4K8K衛星放送対応品をご使用ください。

 ● 本機は新4K8K衛星放送には対応しておりません。本機を経由して新4K8K衛星放送対応テレビに接続しないでくだ
さい。

  	 CATV（ケーブルテレビ）チューナーまたはスカパーCATV（ケーブルテレビ）チューナーまたはスカパー！！専用チューナーをつなぐ専用チューナーをつなぐ
以下は接続の一例です。 
実際の接続とご使用にあたっては、接続する機器やCATV会社ごとに詳細が異なります。くわしくはチューナーに
付属の取扱説明書をご覧のうえ、CATV会社またはスカパー！へお問い合わせください。

 J 地上／BS･110度CSデジタル放送をCATVのホームターミナルやセットトップボックスの映像出力から録画し
たときは、HD放送でも標準（SD）画質での録画となります。ハイビジョン（HD）画質での録画はできません。

テレビ

ケーブル出力

■ スカパー！専用チューナーの場合■ CATVチューナーの場合

地上デジタル
アンテナ入力

地上デジタル放送専用
同軸ケーブル（付属品）

接続する

本機背面

右
 音声出力
左

映像出力

黄

黄

赤

白

白赤

接続する

 ● 本機はパススルー方式に対応しています。パススルー方式とは、CATV会社が地上デジタル放送を信号変換せず
そのまま送る方式です。ご加入のCATV会社がパススルー方式であれば、地上デジタル放送を本機で受信･録画
できます。CATV経由の地上デジタル放送は、本来のUHFチャンネルとは違うチャンネルに周波数を変換して 
送られてくることがあります。
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 準備5 ▶ 電源をオンにする

  	 電源プラグを挿し込み、本機の電源をオンにする電源プラグを挿し込み、本機の電源をオンにする

①挿し込む

②本機のリモコンを使って
　操作してください。

 ● 電源がオンになると電源LEDが点灯します。

  	 テレビの入力を切り換えるテレビの入力を切り換える

HDMI 1
HDMI 2

❶ 電源をオンにする ❷ 外部入力に切り換える

HDMI 1 ビデオ

テレビのリモコンの「入力切換」ボタンを
繰り返し押して、テレビ画面に本機が接続
されているHDMI入力を表示させます。

テレビのリモコンを使って操作してください。
（本機に付属のリモコンでは設定をおこなう
まではテレビを操作できません。）

〈テレビの入力切換表示一例〉

 ● 本機をご使用の場合は、毎回テレビの入力切換が、本機がつながれている入力に切り換わっているかご確認ください。

 準備6 ▶ 【かんたん一括設定】をする
接続が終わって初めて本機の電源をオンにしたときは、テレビ画面に 【かんたん一括設定】 の開始画面が表示されます。
画面の案内やガイドに従って最後まで設定してください。

 ●【かんたん一括設定】は必ずアンテナが接続された状態で、番組が放送されている時間帯におこなって 
ください。放送がない時間帯におこなうと、信号が受信できないためにチャンネル設定が正常にできず、 
チャンネルが選択できない状態となります。

 ●【かんたん一括設定】実行中は電源プラグを抜かないでください。
 ●【かんたん一括設定】実行中に 電源 Bを押すと、本機の電源はオフになりますが【かんたん一括設定】が完了した
ことにはなりません。次回起動時に【かんたん一括設定】を最後まで設定してください。

 ●【かんたん一括設定】実行中、 開 /閉 Bを押すとディスクトレイは開閉されますが、ディスクの再生はできません。 
【かんたん一括設定】を最後まで設定してからディスクを再生してください。
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21【かんたん一括設定】をやりなおす
転居でお住まいの地域が変わったときなどに、【かんたん一括設定】P.20 をやりなおすことができます。

1 ホーム B  を押して、 設定  を選んで 決定 B  を押す

2  かんたん一括設定  を選んで 決定 B  を押す

【かんたん一括設定】を選ぶ

 ● すべての設定が終わったら、 終了(長押し)

戻るB  を約1秒長押しすると、放送画面に戻ります。

 ●【かんたん一括設定】のさらにくわしい説明は、船井電機 製品情報サイトの「サポート」ページに掲載されている、 
取扱説明書（詳細版）をご覧ください。 
funai.jp/cs/product/#cat-bd

https://funai.jp/cs/product/#cat-bd
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22 ホームについて
以下に示す機能は、ホームメニューを表示してから操作します。

 J ホームメニューは、リモコンの ホーム B  を押すと表示されます。
 J 操作ができない項目はグレー表示されます。

機能名( 一例) できること

視聴 録画した番組が再生できます。

録画 いろいろな方法で番組を探して予約ができます。

番組表 放送予定の番組を番組表を見ながら探して予約できます。

ダビング 録画した番組のコピー／移動や、撮影ビデオの取り込みなどができます。

消去／管理 録画した番組の消去、HDDやディスクなどの管理ができます。

設定 本機の設定変更や診断、お知らせメールの確認ができます。

 ● 見出しに右記のイラストを記載している項目は、 ホーム B  を押して基本の手順と 
同じ操作や設定などをおこなうこともできます。 ホーム

基本の使い方
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23番組を録画する
放送中の番組を録画する

1 HDDB
 または 

DISCB
 を押して、録画したいメディアを選ぶ

2 地上 B、 BSB  または CSB  を押して、録画したい放送の種類を選ぶ

3 チャンネル B

 または 1B  ～ 12B  で録画したいチャンネルを選ぶ

4 録画 B  を押す
 ● ホーム B  ➡ 設定  ➡ 本体設定  ➡ 録画設定  ➡ ワンタッチ録画の終了方法  を 番組が終わるまで  に設定している 
ときは、番組が終了すると自動的に録画を停止します。 ワンタッチ録画の終了方法  を 停止ボタンを押すまで  
に設定しているときは、録画している番組が終了しても録画を続けます。（最大15時間）

番組表から予約して録画する

  	 一発予約で予約する一発予約で予約する

1 番組表 B  を押す

2 地上 B、 BSB  または CSB  を押して、録画予約したい放送の種類を選ぶ

この番組表は○○が放送しています
dボタンを押すと広告の詳細を確認できます

XX XX XX XX XX XX XX XX

XX月XX日（金）  午後 7：00～午後 8：00　   ウチノムスメは非日常【ムスメの常識探索！】ひとりでは何も出来ない？！

20XX年XX月XX日（金） 午後 7:05

デクレッシェンド
★ボイス

「きょうの一声は一
体なんだ？！

カウント 10

おでかけ週末コレ
クション
土日におすすめの

「Refrain」
第 5話【下剋上参

情報 TV ワイド
ショー

【気になる今日の流
通・流行りの元に
なったあの人の今
は】

  世界が大きく動
いた瞬間！
ビックマネーを掴
んだ

デスク上の俯瞰

真実は○○にあ
り！【体の不調と
おさらば！原因と

W・O・B

妄想旅行番組【悠
悠自適ツアーズ】
大好評第3弾リゾー

ニュース 10

  ドラマ「五月雨
式サラリーマン～
きっといつかは～」

続・みえるニュー

スゴ技ウラ技　大
公開！
今すぐ生活に役立
つ情報盛り沢山。
時短技で掃除・洗

金曜 MOVIE ！「ド
クターマックス 2」
早くもテレビ初放
送　ドラマでも大
好評のアイツが
帰ってきた！ライ
バル出現に現場が
大混乱！衝撃のラ

絶景ショット
　世界の絶景ポイン
　トを紹介。感動の

隙間クッキング

もふもふ動物園
かわいいペット大
集合。

みえるニュース

  さらりクイズ
回答者にさらりと
答えさせる、新感

熱血スポーツ特番
　各界の好プレーだ
　けを集めた、いい
　とこ取りピック　
　アップシーン大集
　結。一気見で全て

世界 B級グルメ
の旅　今が旬の、お
手頃でおいしい料

Famous Music タイ
　ム　大物ミュージ
　シャンがここでし

桶狭間ヒストリー
　～戦国時代で学ぶ
　人間関係の築き方
　～　自分に当ては
　まる武将は誰？性

いつも楽々　カタ
テマオシゴト！　
ちょっと空いた時

00ウチノムスメは非
日常【ムスメの常識探
索！】ひとりでは何も
できない？！

映画「バウンド・
アイランド」
孤島に流れ着いた
７人が脱出に向け
て、様々な困難に
立ち向かう。果た

お天気

ＤＤＤ放送 1 ＥＥ放送 1 テレビＦＦＦ1 ＧＧＧ放送 1 ＨＨテレビ 1 テレビＪＪＪ1

3 録画予約したい番組を選んで 録画 B  を押す
 ● 録画予約が確定し、選んだ番組に  が表示されます。
 ● 放送中の番組を選んだ場合は、ただちに録画が始まり予約も登録されます。

次ページへつづく 
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  �	 お好みの設定で予約するお好みの設定で予約する

1 番組表 B  を押す

2 地上 B、 BSB  または CSB  を押して、録画予約したい放送の種類を選ぶ

3 録画予約したい番組を選んで 決定 B  を押す

4 録画予約  を選んで 決定 B  を押す
 ● 現在の設定内容が表示されます。設定内容に問題なければ、 予約する  を選んで 決定 B  を押してください。 
設定を変更したい場合は、手順 5に進んでください。

 ● 放送が確定していない番組の場合は、確認画面が表示されるので はい  を選んで 決定 B  を押してください。

5 設定内容を変更したい項目を選んで 決定 B  を押す
 ● 以下の項目の設定を変更できます。

 –録画日
 –録画先
 –フォルダー設定
 –録画モード※1

 –持ち出し番組作成
 –音声設定※2

 –字幕設定※2

※1  録画モードとは番組の画質のことです。録画する番組の画質を優先するか、録画時間を優先するかによって 
使い分けることができます。

録画モード

DR AF（2倍） AN（3倍） AS（4倍） AL（5.5倍） AE（12倍）
画質 きれい ＞ ＞ ＞ ＞ あらい

記録時間 短い ＜ ＜ ＜ ＜ 長い

※2 録画モードを【DR】に設定したときは選べません。

6 すべて設定し終わったら、 予約する  を選んで 決定 B  を押す
 ● 番組表に戻り、選んだ番組に  が表示されます。

 ● 予約の設定が終わったら、 終了(長押し)

戻るB  を約1秒長押しすると、放送画面に戻ります。
 ● 予約を変更する場合は、 番組表 B  ➡ 変更したい番組を選んで 決定 B  ➡【予約修正】を選んでください。
 ● 本機は、設定した曜日や時間帯の番組を自動的に録画し、お好きな時間に視聴できる「まるごと録画機能」を搭載して

います。設定について、くわしくは取扱説明書（詳細版）の「まるごと録画機能を設定する」をご覧ください。

番組を録画する（つづき）
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25予約を確認･消去する
設定済みの予約を確認する

1 ホーム B  を押して、録画  を選んで 決定 B  を押す

2 録画予約一覧  を選ぶ
 ● 番組表を表示中に サブメニュー B  を押して、 録画予約一覧  を選んで操作することもできます。
 ● 確認が終わったら、 終了(長押し)

戻るB  を約1秒長押しすると、放送画面に戻ります。

不要な予約を取り消す

1 ホーム B  を押して、録画  を選んで 決定 B  を押す

2 録画予約一覧  を選ぶ
 ● 番組表を表示中に サブメニュー B  を押して、 録画予約一覧  を選んで操作することもできます。

3 3 桁入力 B
消去 B  を押す

4 取り消したい予約を選んで 決定 B  を押す
 ● 選んだ予約に  が付きます。

5 予約を選び終わったら、 消去実行  へ移動して、 決定 B  を押す
 ● 確認画面が表示されるので、 はい  を選んで 決定 B  を押してください。

 ● 番組表 B  ➡ 予約を取り消したい番組を選んで 録画 B  を押して消去することもできます。
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26 録画した番組を再生する
HDDIHDD  USB-HDD-IUSB-HDD  SeeQVault-HDD-I

SeeQVault
-HDD  BD-IBD  AVC-IAVC方式  VR-IVR方式  Video-IVideo方式

本機ではHDDやUSB-HDD、ブルーレイディスクに録画した番組を再生することができます。
 J 本機でSeeQVault-HDDとして初期化して、録画またはダビングで記録したSeeQVault対応USB-HDDは 
当社製SeeQVault対応機器のみで再生できます。

 J 本機で記録したUSB-HDDは、他の機器では再生できません。
� ホーム

1 HDDB  または DISCB  を押して、操作するメディアに切り換える

2 ディスクメニュー B

録画一覧 B  を押す
 ● フォルダー一覧が表示されたときは、見たい番組が入ったフォルダーを選んで 決定 B  を押してください。
 ● 操作するメディアをUSB-HDDまたはSeeQVault-HDDに切り換える場合は、 青 B を押して再生 
したいメディアを選んで 決定 B  を押してください。

3 見たい番組を選ぶ

4 早見 B
再生 B

 または 決定 B  を押す
 ● レジュームポイントが記憶されている場合は、レジュームポイントから再生が始まります。

  ▶▶ 次回放送を録画予約する場合は

① 番組を再生中に 録画 B  を押す
② お好みの録画日を選ぶ

 ● 録画日は【○月○日のみ録画】（○は放送日）や【毎週○で予約】（○は曜日）、【月～金で予約】、【月～土で予約】、
【火～土で予約】、【毎日で予約】を選んでください。

 ● 複数の音声が用意されていない番組もあります。
 ● 字幕が用意されていない番組もあります。

 ● まるごと録画機能で録画された番組の視聴について、くわしくは取扱説明書（詳細版）の「まるごと録画番組を見る」を
ご覧ください。

レジュームポイントについて
 J 再生中に 停止 B  を1回押して再生を停止すると、レジュームポイント（再生停止位置）が記憶されます。 
（レジュームポイントを解除するには、録画一覧が表示されていない状態で停止中にもう一度 停止 B  を押して 
ください。ただし、HDDとUSB-HDDの番組ごとのレジュームポイントは解除しません。）

 J 録画一覧を表示せずに 早見 B
再生 B  を押すと、最後に視聴していた番組／トラックのレジュームポイントから再生が 

始まります。（つづき再生）
 J レジュームポイントの再生は、メディアなどによって異なります。

  	 HDD／USB-HDD／SeeQVault-HDDの場合HDD／USB-HDD／SeeQVault-HDDの場合
HDDIHDD  USB-HDD-IUSB-HDD  SeeQVault-HDD-I

SeeQVault
-HDD

録画一覧の番組表示中に 早見 B
再生 B  または 

決定 B
 を押す

 ● 番組ごとのレジュームポイントから再生します。
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27録画番組を消去する（番組消去）
 ● 消去された番組は、元に戻せません。録画内容をよく確認してから消去してください。
 ● HDDやUSB-HDDの場合は、フォルダーの中に番組が入っています。

1 ホーム B  を押して、消去/管理  ➡ 番組消去  を選んで 決定 B  を押す

2 操作するメディアを選んで 決定 B  を押す

3 消去したい番組を選んで 決定 B  を押す

真実は○○にあり！【体の不調とおさらば！原因と対策が今夜解明

おでかけ週末コレクション 土日におすすめのお店を紹介。明日の

熱血スポーツ特番 各界の好プレーだけを集めた、いいとこ取りピ

世界が大きく動いた瞬間！ ビックマネーを掴んだ・佐伯正信の場

もふもふ動物園  かわいいペット大集合。

いつも楽々　カタテマオシゴト！ちょっと空いた時間に小遣い稼ぎ

デクレッシェンド★ボイス「きょうの一声は一体なんだ？！」

東西対抗 社会人！野球大会！白熱のマウンド

世界B級グルメの旅  今が旬の、お手頃でおいしい料理が盛りだく

妄想旅行番組【悠悠自適ツアーズ】大好評第3弾　リゾート地へ
地デジ071 テレビＤＤ                   DRモード

 ● 選んだ番組に  が付きます。
 ● 複数の番組を消去したい場合は、消去したい番組を選んで 決定 B  を押す操作を繰り返しおこないます。

4   を押すと 消去実行  が選ばれているので 決定 B  押す
 ● 確認メッセージが表示されるので、 はい  を選んで 決定 B  を押す
 ● 消去が終わったら、 終了(長押し)

戻るB  を約1秒長押しすると、放送画面に戻ります。



さ
ま
ざ
ま
な
情
報

28

  	 有料放送をご覧になる場合は有料放送をご覧になる場合は
 J あらかじめ、本機にBS・110度CS対応アンテナを接続し、miniB-CASカードを挿入しておいてください。
 J「準備6 ▶ 【かんたん一括設定をする】P.20 を実行してから、確認してください。
 J 有料放送をご契約されるときは、miniB-CASカードのID番号が必要になります。
 J 本機以外にご使用いただいている機器で、BS・110度CSデジタルの有料放送を契約済みの場合は、有料放送の 
契約を本機に付属のminiB-CASカード裏面に記載のID 番号に変更することをおすすめいたします。

1 miniB-CASカードのID番号を確認する
  ▶▶ 設定メニューから確認するときは

ホーム B  ➡ 設定  ➡ 放送受信設定  ➡ 共通設定  ➡  
miniB-CASカード情報  を選ぶ

  ▶▶ miniB-CASカード裏面から確認するには 
本機からminiB-CASカードを取りはずし、miniB-CASカード裏面に記載 
されているID番号をご確認ください。

2 有料放送事業者と契約する
 ● 有料放送事業者によって、契約方法が異なります。 
くわしくは有料放送事業者にお問い合わせください。

 ● 有料放送を契約するときは、まるごと録画機能を無効にしてください。

3 契約が完了したことを確認する
 ● miniB-CASカード挿入口に挿入したmini-BCASカードを有料契約に使用した場合は、有料契約した
チャンネルを録画し、その番組を再生して、映像と音声が正しく出力されているかご確認ください。

 ● くわしくは有料放送事業者にお問い合わせください。

  	 放送局お問合せ先放送局お問合せ先

 ● NHK
受信機設置のご連絡とメッセージ消去
電話：0120-933-933
http://nhk.jp/cas

 ● WOWOW
電話：0120-580-807
受付時間 9:00 ～ 20:00（年中無休）
http://www.wowow.co.jp/

 ● スカパー！カスタマーセンター（総合窓口）
電話：0120-039-888
受付時間 10:00 ～ 20:00（年中無休）
https://my.skyperfectv.co.jp/login/

 ●「スター・チャンネル」総合案内窓口
電話：0570-013-111 または 044-540-0809
受付時間 10:00 ～ 18:00（年中無休）
https://www.star-ch.jp/

 ● 一般社団法人 放送サービス高度化推進協会
（A-PUB）
新4K8K衛星放送コールセンター
電話：0570-048-001
https://www.apab.or.jp

（2022年3月現在）

有料放送事業者

さまざまな情報

本機で受信できる放送について

http://nhk.jp/cas
http://www.wowow.co.jp/
https://my.skyperfectv.co.jp/login/
https://www.star-ch.jp/
https://www.apab.or.jp
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29困ったときは
よくあるご質問

質問 回答 ページ

準
備

ヘッドホンやスピーカーを 
直接つなげますか？

 ● 本機には直接つなぐことはできません。アンプなどを通して接続してください。 ―

ハイビジョン映像を 
楽しむには、どんなテレビが 
必要ですか？

 ● HDMI入力端子付きのテレビとHDMIケーブルでつないでください。 P.17

メ
デ
ィ
ア

1枚のディスクにAVCREC TM 

方式、VR方式を混在させて 
録画できますか？

 ● 本機では対応しておりません。  
ディスクごとに録画方式を選択してください。

―

HD Recの再生には対応してい
ますか？

 ● 本機では対応しておりません。 ―

市販品のBD-Video／ 
DVD-Videoの2層ディスクの
再生はできますか？

 ● 再生できます。 ―

DVDオーディオ、 
CD-ROM、ビデオCDは 
再生できますか？

 ● 本機では対応しておりません。 ―

番
組
表

番組表を使った予約には、 
どのような特徴が 
ありますか？

 ● 番組表からかんたんに録画予約をしたり、番組の詳細情報を表示したりすること
ができます。また、ジャンルから関連番組を探すこともできます。

P.23

 ● 録画一覧に番組名が自動的に入ります。 ―

番組表の利用料金は 
かかりますか？

 ● 利用料金はかかりません。 ―

そ
の
他

日本全国どこでも使えますか？
海外でも使えますか？

 ● 本機は日本国内専用で、東日本、西日本に関係なく使えます。  
海外では使用できません。

P.35

ビデオテープとの違いは？  ● HDDに録画すれば長時間番組も録画できます。 ―
 ● HDDやディスクに録画する場合は、ビデオテープのように上書き録画されるの 
ではなく、未記録部分に録画されます。不要になったら、消去することも可能です。

―

 ● 見たいところまでとばすのに時間がかかりません。（ビデオテープのように早送り／
巻戻しをする必要はありません。）

―

 ● パソコンのように、電源をオンにしてから使用可能になるまでしばらく時間が 
かかります。

―

サポート動画のご案内
当社製品情報サイトの「サポート」ページで、
サポート動画をご覧いただけます。
サポート動画では接続方法や使いかたを	
わかりやすく説明しています。

funai.jp/cs/bd/supportmovie/

https://funai.jp/cs/bd/supportmovie/
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30 症状に合わせて解決法を調べる
おかしいな？と思ったときの調べかた
おかしいな？と思ったときは、修理を依頼される前に以下の手順でお調べください。

 J アンテナ、テレビ、AVアンプなど、接続している機器に付属の取扱説明書をご覧ください。

自己診断機能で本機の主な機能に故障がないかをご確認ください。
くわしくは詳細版取扱説明書の「自己診断機能について」をご覧ください。

問題がないときは

「こんなときは」（症状）と「ここをお調べください」（対処方法）をご覧ください。 
P.31 ～ P.32

あてはまる症状がないときは

保護装置がはたらいていませんか？
 ● ディスクやSDカードを入れている場合は、あらかじめ取り出しておいてください。USB機器を接続している
場合は、あらかじめ取りはずしておいてください。

 ● 以下の方法で、保護装置を解除してください。

①  本機の電源をオフにすることができる場合は、本機上面の 本体電源 B  を押して電源を 
オフにする

 ● 上記手順①で電源がオフにならなかった場合は、電源ボタン 本体電源 B  を8秒間以上長押しすることにより、 
強制終了することができます。

②  本機の電源プラグをコンセントから抜いて、  
数分間待つ

③  本機の電源プラグをコンセントに挿し込む 
（本機が通電状態になります。）
④ 電源をオンにして、動作を確認する

 ● 保護装置の解除をおこなったあとは、予約の設定など、必要な設定をおこなってください。

保護装置を解除しても直らないときは

お買い上げの販売店にご相談ください。
 ● 本機の使用を中止し、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。

 ● 保護装置とは？  
機器内部に何らかの異常を検知すると、本機を保護するための保護装置がはたらき、強制終了する機能のことです。

サポート動画のご案内
当社製品情報サイトの「サポート」ページで、
サポート動画をご覧いただけます。
サポート動画では接続方法や使いかたを	
わかりやすく説明しています。

funai.jp/cs/bd/supportmovie/

8秒以上押し続ける

https://funai.jp/cs/bd/supportmovie/
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こんなときは ここをお調べください ページ

電
源

電源がオンにならない  ● 電源プラグがコンセントから抜けていませんか。 P.20
 ● リモコンの乾電池が消耗していませんか。 P.10
 ● 保護装置がはたらいている可能性があります。

 ➡「おかしいな？と思ったときの調べかた」の「保護装置がはたらいていませんか？」
をご覧ください。

P.30

何も操作をしていないのに、 
勝手に電源がオンになる

 ● 番組表の番組データを受信中（待機時動作中LEDが点灯）です。 P.11
 ● ダウンロードしたソフトウェアの更新中（本機前面のHDD LEDが点滅）です。 P.11
 ● 予約録画の開始時刻約2 分前になると録画LEDが点滅します。（録画が始まると 
録画LEDは点灯に変わります。）

P.11

電源をオンにすると、 
【かんたん一括設定】 
開始画面が表示される

 ●【かんたん一括設定】をしていないときは、電源をオンにすると【かんたん一括設定】 
開始画面が表示されます。

P.20

テレビの電源を 
オン／オフにすると、 
本機の電源も自動的に 
オン／オフになる

 ● HDMI-CECに対応したテレビやAVアンプなどと組合わせて【機器制御】機能の 
テレビ電源オン連動機能やテレビ電源オフ連動機能を使っているときは、テレビの
電源のオン／オフに連動して本機の電源が自動的にオン／オフします。（お使いの
テレビによっては、自動的に電源がオンにならないものもあります。）

―

勝手に電源がオフになる  ●【無操作電源オフ】を設定していませんか。 ―
 ● 電源プラグを交流（AC）100 Vのコンセントに挿し込むと、電源LEDが点灯し、 
待機時動作中LEDが点滅から点灯に切り換わったあと、しばらくすると自動的に
消えますが、待機時動作中LEDが点灯すると、本機の電源をオンにして、操作でき
るようになります。待機時動作中LED点滅中は操作できません。

―

 ● 保護装置がはたらいている可能性があります。
 ➡「おかしいな？と思ったときの調べかた」の「保護装置がはたらいていませんか？」
をご覧ください。

P.30

 ● 電源をオンにした際に、HDD LED、待機時動作中LEDが同時に点滅しているのは、
本機の高温保護機能により自動的に電源をオフにしたことを示しています。
 ➡コンセントから電源プラグを抜いて、本機の設置場所についてご確認ください。

P.11

電源をオフにしても、 
電源がしばらくオフにならな
かったり、オフになるまで 
時間がかかったりする

 ● システムの終了や情報の更新をおこなうため、実際に電源がオフになるまで、 
しばらく時間がかかることがあります。

―

電源をオフにしたあと、 
2時間ほど冷却用ファンが 
回ったままになる

 ● デジタル放送の有料放送と契約した場合は、しばらくの期間は放送局側からの制御に
より本機の内部の制御部が通電状態となり、ファンがまわり続けることがあります。

―

本
機
の
操
作
全
般
・
デ
ィ
ス
ク
・
U
S
B

本機が動かない
本機の操作ができない

 ● その操作が禁止されているときは、 またはメッセージが表示されます。 ―
 ● リモコンの TV 操作 Bが押されて点灯していませんか。

 ➡もう一度 TV 操作 Bを押すと消灯して本機のリモコン信号に戻ります。
―

 ● 本機側とリモコン側のリモコンモードが合っていますか。 ―
 ● リモコンの乾電池が消耗していませんか。 P.10
 ● ご購入後に初めて電源をオンにしたときは、【かんたん一括設定】開始画面が表示
されます。

―

 ●【かんたん一括設定】実行中は、録画・再生などの操作はできません。 ―
 ● 保護装置がはたらいている可能性があります。

 ➡「おかしいな？と思ったときの調べかた」の「保護装置がはたらいていませんか？」
をご覧ください。

P.30

 ● HDDに記録されている番組数が多いと、その分、本機の電源プラグを挿しなおした
際の起動に時間がかかります。

―

HDDまたはUSB-HDDの操作
ができない

 ● 本機のHDD LEDが点灯していますか。
 ➡操作するメディアを切り換える場合は、録画一覧表示中に 青 B  を押してください。

P.11

ディスクの操作が 
できない

 ● 本機のDISC LEDが点灯していますか。
 ➡DISC LEDが点灯していない場合は、リモコンの DISCBを押してください。

P.11

 ● ディスクを入れていますか。 ―
 ● ディスクによっては、本機では再生速度の切り換えなどができない場合があります。 ―

トラシュー開始

次ページへつづく 
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こんなときは ここをお調べください ページ

本
機
の
操
作
全
般
・
デ
ィ
ス
ク
・
U
S
B

ディスクトレイの 
開閉ができない

 ● ダビングリスト表示中などは、トレイの開閉ができない場合があります。 ―
 ● 本機で使用できないディスクを本機に入れた場合は、トレイの開閉ができなくなる
ことがあります。
 ➡本機上面の 本体電源 B  を8秒以上押して本機の電源をオフにしてから 

開 /閉 B
 で電源を 

オンにしてください。それでも直らないときは、「おかしいな？と思ったときの調べ
かた」の「保護装置がはたらいていませんか？」の ② 以降をおこなってください。

P.30

ディスクトレイが 
しばらく出てこない、 
出てくるまで時間がかかる

 ● 情報を更新するため、トレイが開くまでしばらく時間がかかります。 ―

ディスクを入れてから、 
しばらく操作ができない

 ● ディスクの認識と情報の読み込みをおこなうため、ディスクが実際に使用可能に
なるまでしばらく時間がかかります。

―

本機の設定画面や 
サブメニューが選べない 

 ● 現在操作ができない項目はグレー表示されます。 P.22
 ● テレビの入力切換を、本機を接続した入力にしていますか。 P.20

本機が正常に動作しない  ● 結露（露付き）が起こっていませんか。
 ➡電源をオンにしたまま、2 時間以上お待ちください。

P.37

本機前面のLEDが正常に点灯、
点滅しない

 ● 保護装置がはたらいている可能性があります。
 ➡「おかしいな？と思ったときの調べかた」の「保護装置がはたらいていませんか？」
以降をおこなってください。

P.30

SDカードの操作ができない  ● 本機前面のSDカードスロットにSDカードを入れていますか。 ―
 ● 本機前面のAV周辺機器用USB端子とUSB接続できていますか。 ―

SDカードの内容が読めない  ● SDカードを正しい向きで奥まで（止まるまで）挿し込んでいますか。 ―

USB機器の操作ができない
USB機器の内容が読めない

 ● 本機で対応しているUSB機器を接続していますか。 ―
 ● USBケーブルがしっかり挿し込まれていますか。 ―
 ● SDカードに記録するデジタルカメラ／デジタルビデオカメラをUSB接続しても 
認識・読み込みができない場合は、SDカードを使用して写真（JPEGファイル）の
再生や映像取り込み（ダビング）をおこなってください。

―

 ● 録画中、再生中、ダビング中などにUSB機器を接続したときは、認識されないこと
があります。

―

USB機器をつないでいて、 
途中から本機の操作ができなく
なった

 ● USB機器から写真（JPEGファイル）の再生中または映像取り込み（ダビング）中に、 
USB機器接続に異常が発生し、本機の操作ができなくなっています。
 ➡USBケーブルの接続をはずして、つなぎなおしてください。

―

トラシュー終了

症状に合わせて解決法を調べる（つづき）
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  �	 免責事項について免責事項について
 ● 火災、地震や雷などの自然災害、第三者による行為、その
他の事故、お客様の故意または過失、誤用、その他異常な 
条件下での使用によって生じた障害に関して、当社は 
一切の責任を負いません。

 ● 本製品の使用または使用不能から生ずる付随的な障害 
（事業利益の損失、事業の中断）に関して、当社は一切の責任 
を負いません。

 ● 取扱説明書の記載内容を守らないことによって生じた 
損害に関して、当社は一切の責任を負いません。

 ● 当社が関与しない接続機器、ソフトウェアなどとの意図
しない組合わせによる誤動作やハングアップ（操作不能）
などから生じた損害に関して、当社は一切責任を負い 
ません。

  �	 インターネットの接続制限機能にインターネットの接続制限機能に
ついてついて

 ● 本機には、インターネットサービスを利用する際に、お子様 
などに見せたくないコンテンツへのアクセスを制限する 
機能を搭載しています。

HDD（内蔵ハードディスク）およびHDD（内蔵ハードディスク）および
USB-HDD／SeeQVault-HDD USB-HDD／SeeQVault-HDD 
（外付けハードディスク）についての （外付けハードディスク）についての 
重要なお願い重要なお願い

 ● 本機にはハードディスク（HDD）が内蔵されていますが、
USB-HDDを本機に接続して使用することもできます。

 ● HDDは衝撃や振動、温度などの周囲の環境の変化による
影響を受けやすく、記録されているデータが損なわれる
ことがありますので、以下のことにお気をつけください。

 – 振動や衝撃を与えないでください。（特に動作中）
 – 振動する場所や不安定な場所で使用しないでください。
 – 本機は水平に置いてください。USB-HDDは、メーカーの指示 
に従って置いてください。

 – 背面の冷却用ファンの通風孔を、ふさがないでください。
 – 温度の高いところや急激な温度変化のある場所では使用 
しないでください。

 – 電源をオンにしたままの状態で電源プラグをコンセントから
抜かないでください。

 – 録画や再生の動作中に電源プラグをコンセントから抜いたり、 
本機設置場所のブレーカーを落としたりしないでください。
電源プラグは、必ず 本体電源 B を押して、終了処理が終わり、完全に 
電源がオフになってから抜くようにしてください。録画中に
電源プラグを抜いたりブレーカーを落としたりすると、これ
まで記録されたデータはすべて失われることがあります。

 – 衝撃･振動･誤動作および故障や修理などによって生じた 
記録データの損壊、喪失について、当社は一切の責任を負い
ません。

 ● HDDは非常に精密な機器で、使用状況によっては部分的な 
破損や、最悪の場合はデータの読み書きができなくなる恐れ
も十分にあります。このためHDDは、録画した内容の恒久
的な保管場所ではなく、あくまでも一度見るまでの、または 
編集したあとにディスクにダビングするまでの一時的な 
保管場所として使用してください。  
また、HDD内に壊れかけている部分がある状態で録画 
した場合は、その部分にブロックノイズ（四角いノイズ） 
が出たり、音声の乱れが発生したりすることがあります。

そのまま放置すると、ノイズや乱れが激しくなってきて、
最悪の場合は、HDD全体が使えなくなってしまう恐れが
あります。こうした現象が見られたら、できるだけ早い時
期に各ディスクにダビングしてください。パソコンと同様
に、HDDは壊れやすい要因を多分に含んだ非常に精密な
機器です。ディスクなどへのバックアップを前提のうえ
で使用してください。

 ● USB-HDDやSeeQVault-HDDに、録画番組などのデータ 
を記録した場合でも、記録したデータが長期的に保管 
できることを保証するものではありません。

 ● バスパワー型のUSB-HDDは、本機のHDD用USB端子 
からの電源供給(最大900 mA)だけでは正しく動作しない 
ことがあります。バスパワー型のUSB-HDDをご使用の 
場合は、各USB-HDDメーカー指定の給電用ACアダ 
プターのご使用を推奨します。※  

※ ご使用のUSB-HDDがACアダプターによる給電に 
対応していることをご確認ください。

  �	 無線LANを使う際のお願い無線LANを使う際のお願い
 ● 本機は、日本国の電波法に基づく無線設備（無線LAN）を
内蔵しています。

 ● 本機に搭載されている無線LAN設備は、日本国内専用です。 
海外で使用することはできません。

 ● 本機の無線LANが使用する周波数帯は2.4 GHz帯と 
5 GHz帯ですが、他の無線機器も同じ周波数を使用して 
いる場合があります。本機の内蔵無線LANをお使いに 
なる場合は、他の無線機器との間で電波干渉が発生しない 
ように、以下の注意事項に留意してご使用ください。

本機の無線LANが使用する周波数帯では、電子レンジなどの 
産業・科学・医療用機器のほか工場の製造ラインなどで使用 
されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局） 
および特定小電力無線局（免許を要しない無線局）並びにアマ 
チュア無線局（免許を要する無線局）が運用されています。
無線LANを使用する場合は、以下をお読みください。
1.  本機を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局 
および特定小電力無線局並びにアマチュア無線局が運用
されていないことをご確認ください。

2.  万一、本機から移動体識別用の構内無線局に対して有害な 
電波干渉の事例が発生した場合は、すみやかに無線LANの 
使用を停止し、下記連絡先にご連絡いただき、混信回避の
ための処置など（例えば、パーティションの設置など）に 
ついてご相談ください。

3.  その他、本機から移動体識別用の特定小電力無線局あるいは、 
アマチュア無線局に対して有害な電波干渉の事例が発生
した場合など何かお困りのことが起きたときは、下記の 
お客様ご相談窓口へお問い合わせください。

連絡先：船井電機　お客様ご相談窓口

固定電話からのご利用は

0120-055-271（通話料：無料）
携帯電話からのご利用は

0570-008-271（通話料：有料）
※  間違い電話が増えています。電話番号をよくお確かめの 
うえ、おかけいただきますようお願いいたします。

次ページへつづく 
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 ● 5 GHz帯の電波を使用して、屋外で通信しないでくだ 
さい。5 GHz帯の無線設備を屋外で使用することは、法令
により禁止されています。屋外で本機の無線LANを使用
する場合は、5 GHz帯を使用せずに2.4 GHz帯をご使用 
ください。

 ● 本機背面の定格銘板に記載されている周波数表示は、 
以下の内容を示しています。

2.4 GHz 帯を使用

変調方式がDSSS とOFDM 方式

電波与干渉距離
40 m 以下

2.4 DS/OF 4

全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を回避
可能であることを意味する

 ● 本機の無線LANは、以下の規格にも対応しています。 
ご使用になる無線LANアクセスポイントも、この規格に
対応した製品をお使いください。

IEEE802.11b／g／n

IEEE802.11a／n
J52 W52 W53 W56

規格 チャンネル 周波数帯
（中心周波数帯）

IEEE802.11
b／g／n 1～13 2.412～ 

2.472 GHz

IEEE802.11
a／n

W52 36,40,44,48 5.18～ 
5.24 GHz

W53 52,56,60,64 5.26～ 
5.32 GHz

W56
100,104,108,11
2,116,120,124,1
28,132,136,140

5.50～ 
5.70 GHz

 ※本機は従来の無線規格であるJ52には対応しておりません。

 ● 無線LANの性能や環境条件による影響など。
 – 無線LANのデータ転送速度は、通信距離・障害物などの環境
条件、電子レンジなどの電波環境要素、ネットワークの使用 
状況などに影響されます。

 – 本機はIEEE802.11a／b／g／nの規格に準拠していますが、
すべての無線LAN機器との接続や通信を保証するものでは 
ありません。

 – 2.4 GHz帯の機器（電子レンジなど）をお使いの場合は、無線
LANの通信が途切れることがあります。

 – 2.4 GHz帯の無線LANルーター（アクセスポイント）をお使い 
の場合は、USB3.0対応のUSB-HDDを使用すると、無線
LAN通信が途切れることがありますので、USB-HDD、USB 
ハブおよびUSBケーブルは本機の上には設置せず、本機 
前面の無線LANアンテナ部からできるだけ離して配置して
ください。

 – 5 GHz帯に対応した無線LANルーター（アクセスポイント）
をお使いの場合は、5 GHz帯でのご使用をおすすめします。

  	 無線LAN製品ご使用における無線LAN製品ご使用における
セキュリティに関するご注意セキュリティに関するご注意

 ● 無線LANでは、LANケーブルを使用する代わりに、電波を利用 
してパソコンなどと無線LANアクセスポイント間で情報のやり 
取りをおこなうため、電波の届く範囲であれば自由にLAN接続 
が可能であるという利点があります。

 ● その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁など）をこえて
すべての場所に届くため、セキュリティに関する設定をおこ
なっていない場合は、以下のような問題が発生する可能性が 
あります。

通信内容を盗み見られる
 – 悪意ある第三者が、電波を故意に傍受し、メールなどの通信
内容からIDや暗証番号またはクレジットカード番号などの
個人情報を盗み見る可能性があります。

不正に侵入される
 – 悪意ある第三者が、無断で個人や会社内のネットワークへ 
アクセスし、個人情報や機密情報を取り出す（情報漏えい）、
特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なり
すまし）、傍受した通信内容を書き換えて発信する（改ざん）、 
コンピュータウィルスなどを流しデータやシステムを破壊 
する（破壊）などの行為をされてしまう可能性があります。

 ● 本来、無線LAN製品はセキュリティに関する仕組みを持って
いますので、その設定をおこなって製品を使用することで上記 
問題が発生する可能性は少なくなります。セキュリティの設定 
をおこなわないで使用した場合の問題を十分理解したうえで、
お客様自身が判断と責任においてセキュリティに関する設定
をおこない、製品を使用することをおすすめします。
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  	 本機について本機について

  ▶▶ 本機は日本国内専用です
 ● 本機を使用できるのは日本国内だけです。  
This unit is designed for use in Japan only.

  ▶▶ 取り扱いに関すること
 ● 非常時をのぞいて、電源がオンになっている状態では 
絶対に電源プラグをコンセントから抜かないでくだ
さい。故障の原因となります。

 ● 故障の原因となりますので、電源プラグをコンセント
から抜く場合は、できるだけ「クイック起動」を無効に 
設定して、本機の電源をオフにしてから抜くことを 
おすすめします。

 ● 引越しなど、遠くへ運ぶときは、傷がつかないように 
毛布などでくるんでください。また、衝撃や振動を与え 
ないでください。

 ● 殺虫剤や揮発性のものをかけないでください。また、 
ゴムやビニール製品などを長時間接触させないで 
ください。変色したり、塗装がはがれたりする原因と
なります。

 ● たばこの煙や煙を出すタイプの殺虫剤、ほこりなど
が機器内部に入ると故障の原因となります。

 ● 長時間ご使用になっていると上面や背面が多少熱く
なりますが、故障ではありません。

 ● 本機は精密電子機器です。長くご愛用いただくために 
できるだけ丁寧に取り扱ってください。

  ▶▶ 使用しないときは
 ● ふだん使用しないとき  
ディスクを取り出し、電源をオフにしてください。

 ● 長期間使用しないとき  
電源プラグを抜いてください。

  ▶▶ 置き場所に関すること
 ● 本機は水平で安定した場所に設置してください。 
ぐらぐらする机や傾いているところなど不安定な場所 
で使わないでください。ディスクがはずれるなど 
して、故障の原因となります。本機を設置する場所
は、本機の重さが十分に耐えられることを確認して
ください。また、本機が落下した場合に、けがの原因
となるため、高い場所への設置はしないでください。

 ● 本機をテレビやラジオなどの近くに置く場合は、本機 
を使用中、組合わせによっては画像や音声に悪い 
影響を与えることがあります。万一、このような症状
が発生した場合は、テレビやラジオなどからできる
だけ離してください。

 ● 直射日光のあたる場所、熱器具の近くなど温度が高く 
なる場所や、熱源になるような機器の上には置かな
いでください。故障の原因となります。

  ▶▶ お手入れに関すること
 ● お手入れの場合は、本機の電源プラグをコンセント
から抜いておこなってください。

 ● 本機の汚れは柔らかい布（ガーゼなど）で軽く拭き 
取ってください。ティッシュペーパーや硬い布は使わ 
ないでください。

 ● ベンジンやシンナーなど有機溶剤、石油類は絶対に
使用しないでください。本機表面を変質させます。

 ● 汚れがひどいときは、水で薄めた弱い中性洗剤を 
柔らかい布に含ませ、固く絞ったあとに拭き取ります。 
中性洗剤を使って拭いたあとは、温水に浸した布を
固く絞って、中性洗剤を拭き取ってください。また、
拭き取るときは、本機に水が入らないように、十分 
注意してください。

 ● 本機には内部で発生した熱を外部へ逃がすために 
冷却用ファンおよび通風孔が設けられています。 
通風孔がほこりなどで塞がれてしまうと放熱が不足
し故障の原因となりますので、本機背面および底面
の通風孔にほこりが溜まらないように本機の設置 
場所およびその周辺を定期的に掃除してください。

  ▶▶ クリーニングディスクについて
 ● 市販品のレンズクリーナーやレンズクリーニング
ディスクは、本機では使わないでください。

  ▶▶ アンテナについて
 ● 画像や音声はアンテナの電波受信状況によって大きく 
左右されます。

 ● 本機を接続したとき、電波の弱い地域では、受信状態 
が悪くなることがあります。この場合は購入店に 
ご相談されるか、市販品のアンテナブースターを 
ご購入ください。アンテナブースターをご使用になる 
場合は、アンテナブースターに付属の取扱説明書を
ご覧ください。

 ● 設置場所や電波障害の影響がある場合は改善されま
せん。

 ● 接続ケーブルやコネクターの接触不良がないように
十分確認してください。

  ▶▶ 地上デジタル放送について
 ● 地上デジタル放送を受信するには、本機のほかに地上 
デジタル放送に対応したUHFアンテナが必要です。
（ほかに混合器や分波器が必要な場合もあります。）
 ●  地上デジタル放送の特長
①  デジタルハイビジョン放送を中心とした高画質・
多チャンネル放送

② 高音質放送（MPEG-2 AAC方式）
③ ゴーストの影響を受けにくいので、画像が鮮明
④  データ放送や双方向通信サービス  
（通常の番組に加えて、地域に密着したニュース
や天気予報などのデータ放送が利用できます。  
また、インターネット回線を使った双方向通信
サービスによって、オンラインショッピングや 
視聴者参加型のクイズ番組なども利用できます。）

⑤  移動体受信・部分受信サービス  
（本機では部分受信サービスは受信できません。）

次ページへつづく 
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36 使用上のお願い（つづき）

  ▶▶ 放送、通信サービスについて
 ● 放送や通信サービス（インターネットを利用した動画 
配信サービス、その他の放送・通信サービスなど）は、 
予告なしに放送事業者や通信事業者などによって 
一時的に中断されたり、内容が変更されたり、サービス 
自体が終了されたりする場合があります。あらかじめ、 
ご了承ください。

  ▶▶ ディスクトレイについて
 ● ディスクトレイの開閉は、本機またはリモコンの 
ボタン操作でおこなってください。手で押して閉じ 
たり、動いているディスクトレイに触れたりすると、 
故障の原因となります。

 ● 本機で再生できないディスクやディスク以外のものを 
ディスクトレイに入れないでください。また、ディスク 
トレイ上から押したり、ものを置いたりしないで 
ください。故障の原因となります。

 ● ディスクトレイに入れられるのは1枚だけです。 
2枚など、複数のディスクを入れると故障の原因と 
なります。

 ● ディスクトレイの開閉時に異常がある場合は、保護
機能によって自動的に止まります。

 ● 本機で使用したときに異常を示すメッセージが出る
ディスクを、本機以外の機器で使用すると、ディスク 
内部のデータを破損し、再生できなくなることが 
ありますので、ご注意ください。

  ▶▶ ディスクを本機に入れるときは
 ● ディスクのラベル面を上に 
して、ディスクトレイの上に 
置いてください。

 ● 両面ディスクを再生する 
ときは、再生する面を下にして
ください。

  ▶▶ 音量について
 ● 市販品のBD-Video／DVD-Videoの中には、音量が 
テレビ放送や音楽用CDなどよりも小さく感じられる 
場合があります。このようなディスクの再生時に 
テレビやアンプ側の音量を上げたときには、再生が 
終わったあとに必ず音量を下げてください。

  ▶▶ たいせつな録画・録音・編集について
 ● たいせつな録画・録音・編集の場合は、事前に試し録画・ 
録音・編集をおこない、正しくできることを確かめて 
おいてください。本機およびディスクを使用中、万一 
何らかの不具合によって、録画・録音・編集されな 
かった場合の内容の補償および付随的な損害（事業 
利益の損失、事業の中断など）に対して、当社は一切 
の責任を負いません。

 ● 本機の動作中に電源プラグを抜くと、記録内容がすべて 
消える場合がありますのでご注意ください。

 ● 悪天候による電波の受信状態や、放送チャンネル 
および番組によっては、映像が乱れたり、音が割れたり、 
とんだりすることがあります。

 ● 放送番組によっては録画制限（録画禁止など）がある 
ものがあります。このときは、予約をしても録画が実行 
できない場合があります。

 ● たいせつな録画をされたディスクの定期的なバック 
アップをおすすめします。ディスクの経年変化に 
よってはデジタル信号が読み出せなくなったり、 
消えてしまったりする場合があります。ただし、著作権 
保護のためコピーワンス番組（1回だけ録画可能番組） 
などの録画はバックアップをとることはできません。

  ▶▶ 停電について
 ● 本機の録画中に停電があったとき、その内容は保存 
されない場合があります。また、録画以外の操作を 
しているときに停電があった場合も、保存済みの内容 
が読み出せなくなることがあります。

 ● USB-HDD／SeeQVault-HDDへの予約録画中に 
停電があったとき、接続機器によっては停電復帰後の 
予約録画の続きはHDDへ録画する場合があります。

  ▶▶ 本機前面の待機時動作中LEDが点灯したときは
 ● デジタル放送用の番組表の番組情報を取得中、または 
ダウンロード更新中です。

 ● 番組情報や番組データを取得中以外にも、情報整理を 
するために点灯することがあります。

 ● 番組情報や番組データの取得中は、冷却用ファンが
回るなど動作音が大きくなりますが、故障ではあり
ません。

  ▶▶ メディア再生時の制限事項
 ● 本書では、本機の基本的な操作のしかたを説明して
います。市販品のBD-Video／DVD-Videoなどは、 
ディスク制作者側の意図で再生状態が決められている 
ことがあります。本機はディスク制作者が意図した 
内容に従って再生をするため、操作した通りに動作 
しないことがあります。再生するディスクに付属の 
取扱説明書をご覧ください。

 ● ボタン操作中にテレビ画面に  が表示されることが 
あります。  が表示されたときは、現在本機もしくは 
ディスクがその操作をおこなえないことを示します。

  ▶▶ 録画／録音／ダビング時の制限事項
 ● 市販品のコピーが禁止されたBD-Video／DVD-
Video、音楽用CDは本機でコピーできません。

 ● 録画・録音が制限されていないものは、個人使用の 
範囲内でだけ、コピーや編集ができます。コピー制限 
番組※は、HDD／USB-HDD／SeeQVault-HDD
（外付け）またはBD-RE／BD-Rに録画できます。
（CPRM対 応 のDVD-RW（VR、AVCRECTM） ／
DVD-R（VR、AVCREC TM）はダビングできます。）
BD-Video／DVD-Videoにはダビング（移動やコピー）
できません。  
※ ダビング 10またはコピーワンス番組および 
条件についてくわしくは P.39 をご覧ください。

 ● HDDに録画したコピーワンス番組は、USB-HDD／ 
SeeQVault-HDD（外付け）やBD-RE／BD-Rまたは 
CPRM対応のDVD-RW（VR、AVCREC TM） ／  
DVD-R（VR、AVCREC TM）へのダビングは、移動は 
可能ですがコピーはできません。HDDに録画した 
ダビング 10番組は、USB-HDD／SeeQVault-HDD
（外付け）やBD-RE／-RまたはCPRM対応のDVD- 
RW（VR、AVCREC TM） ／ DVD-R（VR、AVCREC TM） 
へのダビング（移動やコピー）は、回数に制限があります。
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 ● コピー制限番組はダビングの際やその他の編集制限が 
あります。

 ● データ放送、ラジオ放送は記録できません。

  ▶▶ ソフトウェアの変更について
 ● 本機は品質について万全を期していますが、本機 
内部のソフトウェアを変更して、品質や性能をさらに 
改善する場合があります。

 ● 本機の【放送波による自動更新】を【自動更新する】に 
設定しておくと、放送電波（地上デジタル放送または 
BSデジタル放送を受信できる環境と設定が必要 
です。）の中に入れられたソフトウェアを受信すること 
によって、自動的にソフトウェアを更新させることが 
できます。（お買い上げ時は、【自動更新する】に設定
されています。）

 ● ソフトウェアの更新中は電源をオフにしたり電源 
プラグをコンセントから抜いたりしないでください。

  ▶▶ HDMI連動機能（【機器制御】機能）について
 ● 推奨機器以外の機器を本機のHDMI出力端子に接続 
した場合に、本機がHDMI連動対応機器として認識し、 
一部の連動操作ができることがありますが、その動作 
を保証するものではありません。

  ▶▶ インターネット機能について
 ● インターネットの利用には、FTTH（光ファイバー）、 
ADSL、CATV（ケーブルテレビ）などのインターネット 
回線事業者および接続業者（プロバイダー）との契約
が必要です。契約、費用などについては、お買い上げ
の販売店または接続業者などにご相談ください。

 ● 本機でインターネットが使用できるのは、イーサ
ネット通信のみです。ダイヤルアップやISDNなど
には対応しておりません。

 ● 回線の接続環境や接続先のサーバーの状況などに
よっては、正しく動作しない場合があります。

  ▶▶ 結露（露付き）について
 ● 結露（露付き）とは、例えば、よく冷えたビールをコップ 
についだときのコップの表面につく水滴です。この 
現象と同じように、本機の内部のピックアップレンズ 
や部品、部品内部などに水滴がつくことがあります。

 ● 結露（露付き）は本機が下記の状態のときにおきやすく 
なります。

 – 寒いところから、急に暖かいところに移動したとき
 – 暖房を始めたばかりの部屋や、エアコンなどの冷風が
直接あたるところに置いたとき

 – 夏季に、冷房のきいた部屋・車内などから急に温度・ 
湿度の高いところに移動したとき

 – 湯気が立ちこめるなど、湿気の多い部屋に置いたとき
 ● 結露（露付き）がおきたとき、またはおきそうなときは、 
本機のご使用をただちにやめてください。または 
電源プラグをコンセントに挿入しないでください。
結露（露付き）がおきた状態で本機を使用すると、
ディスクや部品を傷めることがあります。

  ▶▶ 本機の廃棄、または他の人に譲渡するとき
 ● 廃棄の場合は、地方自治体の条例または規則に従って 
ください。

 ● 本機には、各種機能の設定時に入力したお客様の個
人情報が記録されます。本機を廃棄・譲渡などする場
合は、各種「本機を初期化する」をおこない、暗証番号
や個人情報なども含めて、初期化することをおすす
めします。なお、放送番組などを録画・保存したまま
で譲渡すると、著作権を侵害する恐れがありますの
でご注意ください。

 ● お客様または第三者が本機の操作を誤ったとき、または 
故障・修理のときなどに本機に保存されたデータなどが 
変化・消失する恐れがあります。これらの場合について、 
当社は責任を負いません。

 ● miniB-CASカードの廃棄に関しては、付属の  
miniB-CASカードの台紙に記載の「B-CASカード
使用許諾契約約款」に従ってください。

  ▶▶  ライセンス情報 
本製品に使用されるソフトウェアについて
本製品に組み込まれたソフトウェアは、複数のソフト 
ウェアコンポーネントで構成されており、それぞれの 
ソフトウェアコンポーネントには、当社または第三者の 
著作権が存在します。

 ● 本製品の一部分に、Independent JPEG Groupが 
開発したモジュールが含まれています。

 ● 本製品には、GNU General Public License  
（以下、GPL）およびGNU Lesser General Public  
License（以下、LGPL）に基づき利用許諾されるソフト 
ウェアが搭載されています。

 – GPLソフトウェア： linux、busybox、dhcpcd、 
wpa_supplicant、e2fsprogs、
util-linux、mtd-utils、mkdosfs、
exfat-utils

 – LGPLソフトウェア： DirectFB、gmp、eglibc、
xfsprogs、libmbfl、Microhttpd

 ● 本製品に組み込まれたGPLソフトウェアおよび 
LGPLソフトウェアについて、お客様にこれらのソフト 
ウェアのソースコードの入手、改変、再配布の権利が 
あることをお知らせいたします。当該ソースコードは 
現状有姿で提供され、当社は、当該ソースコードに関し、 
第三者の権利を侵害していないという保証、特定 
目的への適合性についての保証など、いかなる保証 
責任または担保責任も負いません。また、当該ソース 
コードに関して発生するいかなる問題も、お客様の 
責任と費用負担で解決されるものとします。

 ● 詳細については、 ホーム B  ➡【設定】➡【本体設定】➡ 
【その他】➡【ソフトウェア情報と更新】の 
【ライセンス情報】でご確認いただけます。
 ● 組み込まれたGPLソフトウェアおよびLGPLソフト 
ウェアの入手方法については、以下の連絡先にご連絡 
ください。

(連絡先)
〒574-0013
大阪府大東市中垣内7丁目7番1号
船井電機株式会社

次ページへつづく 
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  ▶▶ 著作権について
 ● ディスクを無断で複製、放送、上映、有線放送、公開演奏、 
レンタル（有償、無償を問わず）することは、法律により 
禁止されています。

 ● TiVo、Gガイド、G-GUIDE、およびGガイドロゴは、 
米国TiVo Corporationおよび／またはその関連会社 
の日本国内における商標または登録商標です。

 ● Gガイドは、米国TiVo Corporationおよび／または 
その関連会社のライセンスに基づいて生産しており
ます。

 ● 米国TiVo Corporationおよびその関連会社は、Gガイド 
が供給する放送番組内容および番組スケジュール 
情報の精度に関しては、いかなる責任も負いません。 
また、Gガイドに関連する情報・機器・サービスの提供 
または使用に関わるいかなる損害、損失に対しても 
責任を負いません。Gガイドが供給する画像は、各 
著作権者に帰属します。Gガイドの利用以外の目的で 
それらの画像をダウンロードすることは制限されて
います。また、再出版、再送信、複製、その他の用法は
禁止されています。

 ● 本機は、Rovi Corporationならびに他の権利者が保有 
する米国特許およびその他の知的財産権で保護された 
著作権保護技術を採用しています。この著作権保護 
技術の使用はRovi Corporationの認可が必要であり、 
Rovi Corporationの認可なしでは、一般家庭用または 
他のかぎられた視聴用だけに使用されるようになって 
います。改造または分解は禁止されています。

 ● 本機は、コピーガード（複製防止）機能を搭載しており、 
著作権者などによって複製を制限するコピー制御信号 
が記録されている映画や番組は録画できません。

 ● ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造
されています。Dolby、ドルビー、Dolby Audio及び
ダブルD記号はドルビーラボラトリーズライセンシ
ングコーポレーションの商標です。

 ● For DTS patents, see http://patents.dts.com. 
Manufactured under license from DTS, Inc.
DTS, Digital Surround, DTS 2.0 +Digital Out, 
and the DTS logo are registered trademarks 
or trademarks of DTS, Inc. in the United States 
and other countries.   
© 2021 DTS, Inc. ALL RIGHTS RESERVED.

 ● Blu-ray Disc TM （ブルーレイディスク）、Blu-rayTM 
（ブルーレイ）、BD-LiveTM、BONUSVIEWTM、
BDXLTM、AVCRECTMおよび関連ロゴはブルーレイ
ディスク アソシエーションの商標です。

 ●“DVD Logo”はDVDフォーマットロゴライセンシ
ング株式会社の商標です。

 ● HDMI、High-Definition Multimedia Interface、 
およびHDMIロゴは、米国およびその他の国における 
HDMI Licensing Administrator, Inc. の商標または、 
登録商標です。

 ● Oracle と Javaは、Oracle Corporationおよびその
子会社、関連会社の米国およびその他の国における
登録商標です。文中の社名、商品名などは各社の商標
または登録商標である場合があります。

 ●“AVCHD Progressive”および 
“AVCHD Progressive”ロゴはパナソニック株式 
会社とソニー株式会社の商標です。

 ●“x.v.Color”および“x.v.Color”ロゴは、ソニー株式会
社の商標です。

使用上のお願い（つづき）
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 ● 本製品は、AVC Patent Portfolio License およびVC-1
Patent Portfolio License に基づきライセンスされており、 
お客様が個人的かつ非営利目的において以下に記載する
行為にかかわる個人使用をのぞいてはライセンスされて
おりません。詳細については米国法人MPEG LA, LLC 
（http://www.mpegla.com）をご参照ください。

 – AVC 規格に準拠する動画を記録するとき
 – 個人的かつ非営利活動に従事する消費者によって記録された 
AVC 規格に準拠する動画およびVC-1規格に準拠する動画を 
再生するとき

 – ライセンスを受けた提供者から入手されたAVC規格に準拠
する動画およびVC-1規格に準拠する動画を再生するとき

 ● 本製品は、株式会社ACCESSのNetFront Browserを搭載 
しています。ACCESS、ACCESSロゴ、NetFrontは、 
株式会社ACCESSの日本国、米国その他の国･地域における 
商標または登録商標です。 
© 2020 ACCESS CO., LTD. All rights reserved. 

この製品はVerance Corporation （ベランス・コーポ
レーション）のライセンス下にある占有技術を含んで 
おり、その技術の一部の特徴は米国特許第7,369,677号 
など、取得済みあるいは申請中の米国および全世界の 
特許や、著作権および企業秘密保護により保護されて 
います。CinaviaはVerance Corporationの商標です。
Copyright 2004-2014 Verance Corporation. すべて
の権利はVeranceが保有しています。 
リバース･エンジニアリングあるいは逆アセンブルは禁じ 
られています。

 ● SeeQVault text and logo are trademarks of NSM
Initiatives LLC.

 ● 本製品に搭載されている「UD新ゴ R」、「UD新丸ゴR」は、
株式会社モリサワより提供を受けており、フォントデータ 
の著作権は同社に帰属します。

 ● その他に記載されている会社名、ブランド名、ロゴ、製品名、 
機能名などは、それぞれの会社の商標または登録商標です。

▶▶ デジタル放送の番組と録画制限について
デジタル放送には視聴が有料の番組となる場合がある
ことに加え、録画やダビングをおこなう際にもご注意 
いただきたい制限事項などがあります。

番組 録画 ダビング（移動またはコピー）
番組をHDDに
録画する場合

制限なしに
録画可能／
コピー可能

コピーワンス
（1回だけ
録画可能な番組）

録画
できます。

ダビング（コピー
または移動      ）
できます。

録画
できます。

ダビング（移動      ）
できます。
（コピーはでき
ません。）

録画禁止／コピー禁止

録画
できません。

ダビング10
（ダビング元がHDDのとき
最大コピーが9回と
移動が1回可能な番組）

録画
できます。

ダビング
（コピーまたは
移動　　）できます。

HDD

HDD

HDD

HDD

USB-HDD

SeeQVault-HDD

USB-HDD

SeeQVault-HDD

USB-HDD

SeeQVault-HDD
※2

※1

（AVCREC     ／VR方式）TM

（AVCREC     ／VR方式）TM

（AVCREC     ／VR方式）TM

※1

※1

BD-RE／-R

DVD-RW／-R

BD-RE／-R

DVD-RW／-R
CPRM対応CPRM対応

BD-RE／-R

DVD-RW／-R
CPRM対応CPRM対応

※3

※3

※1  移動したとき、ダビング元のHDDやメディアでは、
その番組は再生できなくなります。

※2  SeeQVault-HDDにダビング10番組をダビング 
したとき、番組はコピーワンスとなります。

※3  ディスクにダビング10番組をダビングしたとき、 
番組はコピーワンスとなります。

http://www.mpegla.com


さ
ま
ざ
ま
な
情
報

40 保証とアフターサービス
 J 保証書 P.45 ～ P.46 について

 ● 保証書は、必ず「お買い上げ日・販売店名」などの記入
をお確かめのうえ販売店からお受け取りください。

 ● 保証書裏面の「無料修理規定」をよくお読みくださ
い。また、当社製品情報サイトの「サポート」ページ
（funai.jp/cs/）の「修理規約」 も合わせてお読みくだ 
さい。

 ● 保証書は、納品書や領収書と共に大切に保管してくだ
さい。

製品本体の保証期間は、お買い上げ日から1年間です。

 J ご不明な点や修理に関するご相談
 ● この取扱説明書の「困ったときは」や、当社製品情報
サイトの「サポート」ページ（funai.jp/cs/）に従って 
お調べください。それでも解決しない場合には、お買い 
上げの販売店か、「船井電機 お客様ご相談窓口」まで
ご相談ください。

 J 補修用性能部品の保有期間
 ● 当社は、この製品の補修用性能部品を製造打切り後 

8年保有しています。
 ● 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持する
ために必要な部品です。

 J 部品について
 ● 修理の際に、当社の判断により、再生部品または代替
部品を使用することがあります。

 ● 修理などで交換した部品は、任意に引き取らせて
いただきます。

 J 記録内容の補償について
 ● 記録媒体を搭載または使用する製品の場合は、故障 
または修理・交換により記録内容が消失などする
ことがありますが、記録内容の補償はいたしません。

船井電機 製品情報サイトの 「サポート」 ページ
funai.jp/cs/

 ● 製品の取扱いに関するお役立ち情報が
満載です。一度ご覧ください。それでも 
解決しない場合には、当社お客様ご相談 
窓口までお電話をお願いいたします。

お客様ご相談窓口のご案内
取扱い・修理に関するご質問は、
お買い上げの販売店へお問い合わせください。

 ※ この製品は、日本国内専用に設計されていますので、 
国外では使用できません。また、修理対応もできません。

 J 修理を依頼されるとき
● 不具合があるときは、電源をオフにし、必ず電源
プラグを抜いてから、お買い上げの販売店にご連絡
ください。

 ● 保証期間中は
修理に際しましては、保証書をご提示ください。
保証書の規定に従って、修理させていただきます。

 ● 保証期間が過ぎているときは
修理すれば使用できる場合はご希望により有料修
理させていただきます。点検・診断のみでも有料と
なることがあります。

 ● 修理料金のしくみ
技術料＋部品代＋出張料などで構成されています。 
※ 修理のための製品の取りはずし・再設置は、販売店 
様もしくはお客様でご対応をお願いします。

 ● 製品の設定（外部機器との接続・調整・取扱説明など）
を依頼されると、有料となることがあります。

 ● 修理不可の場合
製品の状態やその他の事情により、修理に代えて製品 
交換で対応する場合があります。交換品は、新品同等 
の機械的・電気的に動作確認をおこなった交換用製品
となります。 
なお、交換後の製品は、最初のご購入時の保証期間が 
適用されます。

ご連絡いただきたい内容
 ● お名前
 ● ご住所
 ● 電話番号
 ● お買い上げ製品の型番と製造番号 
（本機背面のラベルに記載）

 ● お買い上げ日
 ● 症状（故障または不具合の内容） 
「症状診断シート」（次頁）をご活用ください。

相談窓口におけるお客様の個人情報のお取扱いについて
 ● お客様より船井電機株式会社およびグループ会社にお電話で 
お問い合わせいただいた場合には、正確にご回答するため、 
通話内容を記録（録音など）させていただくことがあります。 
また、折り返しお電話させていただくときのために、「発信者 
番号表示」を採用しています。あらかじめご了承のうえ、 
お問い合わせください。

 ● ご相談、ご依頼いただいた内容によっては、サービス活動 
およびその後の安全点検活動のために、当社のグループ会社 
および秘密保持契約において厳正に管理された業務委託 
会社に個人情報を提供させていただくことがあります。

● 転居や贈答品など、お買い上げの販売店にご依頼できない場合は、当社の窓口へお問い合わせください。

 ※ 上記の内容は、予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承ください。（2024年3月現在）

船井電機 お客様ご相談窓口
固定電話からのご利用は ）通話料:無料（ 携帯電話からのご利用は ）通話料:有料（ 

0120-055-271 0570-008-271
受付時間　9：00～18：00　（年末年始を除く）

※ 時間帯によっては、お電話が混み合ってつながりにくいことがあります。あらかじめご了承ください。
※ FAX をご利用の方はこちらまで　FAX：06-6746-3374

■ 付属品のご購入についてはこちらをご確認ください。

https://www.funai-service.co.jp/shop/funai/

必ずお読みください

https://funai.jp/cs/
https://funai.jp/cs/
https://funai.jp/cs/
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41症状診断シート
本機の故障・不具合などのお問い合わせの際に、円滑にご対応させていただくため、以下の内容をご確認いただき、
お知らせいただきますようお願いいたします。

【ご確認事項】　※以 下  の内容は、お客様ご相談窓口またはサービスの担当者にお伝えください。

全情報の初期化：  本機を修理する過程でやむを得ず記録内容が失われたり、全情報の初期化が必要になる場合が
あります。

      全情報の初期化をおこなうと本機の記録内容はすべて消去されます。また、USBメモリーが付属する
機種や外付けハードディスクは、それらの登録情報も初期化する場合があります。USB機器※や内蔵
ハードディスクの初期化をおこなうと記録内容（保護された番組を含む）はすべて消去されます。  
※ USB機器は再登録も必要となります。

□ 同意する
□ 同意しない （ご注意：全情報の初期化にご同意いただけない場合は、修理をおことわりすることがあります。）

【不具合症状】
発生区分： □ 地デジ　□ BS／CS　□ ハードディスク　□ USB機器　□ BDディスク　□ DVDディスク

□ その他（ ）

発生頻度： □ 常時　□ 時々　□ その他（ ）

症状：（できるだけくわしく）　例：地上デジタル放送の○○チャンネルが受信できない。

受信環境 □ 戸建住宅（個別受信）　□ マンションなど（共同受信）　□ ケーブルテレビ（社名： ）

接続機器： □ テレビ （メーカー名： 、型番[機種名]： ） 
□ レコーダー （メーカー名： 、型番[機種名]： ） 
□ 外付けHDD （メーカー名： 、型番[機種名]： ） 
□ その他 （ ）

ご購入メモ
ご購入記録として下記内容をご記入いただき、お問い合わせや修理のご依頼の際にご活用ください。
（この製品の型番、製造番号は本機背面などに記載してあります。）

お買い上げ年月日 年　　　　　　　　月　　　　　　　　日 miniB-CASカード番号※

お買い上げ店名／電話番号 ☎

お買い上げ製品の型番 FBR-HT3040

お買い上げ製品の製造番号

 ※ 「miniB-CAS カード情報」画面 P.28 で確認できる「カードID」の番号を記入してください。お問い合わせの際に必要な場合があります。

愛情点検  ●長年ご使用の製品の点検を！ ( 熱、湿気、ほこりなどの影響や、使用の度合いにより部品
が劣化し、故障したり、ときには安全性を損なって事故
につながることもあります。 )

このような 
症状は 

ありませんか

●　映像や音がでない。
●　変なにおいがしたり、 

煙がでたりする。
●　内部に水や異物が入った。
●　その他の異常や故障がある。

ご使用 
中止

このようなときは、故障や事故
防止のためスイッチを切り、
コンセントから電源プラグを
抜き、必ずお買い上げの販売店
にご連絡ください。
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一
般

電源 AC 100 V 50／60 Hz

定格消費電力 26 W （BSアンテナ電源・USB電源供給時 41 W）

待機時消費電力※1

クイック起動：
 設定した時間帯

アンテナ出力設定： 入
地上デジタルアッテネーター：切 約14.1 W

待機モード設定：
 モード１

アンテナ出力設定： 入
地上デジタルアッテネーター：切 約7.5 W

待機モード設定：
 モード2

アンテナ出力設定： 切
地上デジタルアッテネーター：入 約0.06 W

許容動作温度 5～40℃

許容湿度 80 ％最大（結露なきこと）

外形寸法 430 （幅） × 48 （高さ） × 212 （奥行） mm （突起部を含む）
430 （幅） × 47 （高さ） × 202 （奥行） mm （突起部を含まず）

質量 2.5 kg

リモコン FRM-101BDR

H
D
D
／
ブ
ルー

レ
イ
デ
ィ
ス
ク
部

録画方式
ブルーレイディスク Blu-ray DiscTM Rewritable Format準拠、Blu-ray DiscTM Recordable Format準拠

DVD DVDビデオレコーディング規格準拠、DVDビデオ規格準拠、AVCRECTM規格準拠

HDD容量 3 TB（3,000 GB）

録画圧縮方式 MPEG-2、MPEG-4 AVC／H.264

録音圧縮方式 ドルビーデジタル、MPEG-2 AAC

リージョン
コード

ブルーレイディスク Region A

DVD Region 2、ALL

チ
ュ
ー
ナ
ー
部

受信チャンネル
地上デジタル ：VHF（1～12）、UHF（13～62）、CATV（C13～C63）
BSデジタル ：BS000～BS999チャンネル
110度CSデジタル ：CS000～CS999チャンネル

端
子
部

映像入力端子 ピンジャック 1.0 V（p-p） 75 Ω

音声入力端子 ピンジャック 2 V（rms） 47 kΩ不平衡

HDMI出力端子 19ピン  Type A

SDカードスロット SDカード、SDHCカード、SDXCカード

USB端子
前面：AV周辺機器用 USB2.0準拠 Type A DC5 V 最大500 mA

背面：HDD用 USB3.0準拠 Type A DC5 V 最大900 mA

LAN端子 10 BASE-T／100 BASE-TX

地上デジタル入出力 75 Ω　F型コネクター

BS・110度CS入出力 75 Ω　F型コネクター（最大DC15 V、4 W）
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内
蔵
無
線
L
A
N

規格
IEEE 802.11a／b／g／n
ARIB STD-T71（5 GHz帯）　J52は非対応
ARIB STD-T66（2.4 GHz帯）

伝送方式
IEEE 802.11b:  DSSS（DBPSK、DQPSK、CCK）
IEEE 802.11a／g: OFDM（BPSK、QPSK、16-QAM、64-QAM）
IEEE 802.11n:  OFDM（BPSK、QPSK、16-QAM、64-QAM）

周波数範囲 2.412 ～ 2.472 GHz （Subject to Local Regulations）
5.180 ～ 5.700 GHz （Subject to Local Regulations）

動作モード インフラストラクチャーモード（アドホックモードは対応しておりません。）

セキュリティ WEP 64 bit／128 bit、TKIP、AES

※1  待機時消費電力は、以下の設定で測定しています。設定を変更すると消費電力が大きくなります。  
機器連携機能：切／アンテナ電源：供給しない

 ● 仕様および外観は、改良のため予告なく変更する場合があります。
 ● HDD、BD-RE／BD-Rの容量は、「1 TB=1,000 GB」、「1 GB=10億バイト」として計算しています。
 ● デジタル放送を放送そのままの画質で録画するときの基準について  
地上デジタル（HD放送）：17 Mbps・BSデジタル（HD放送）：24 Mbps・BSデジタル（SD放送）：12 Mbps

 ● 国外で本品を使用して有料放送サービスを享受することは、有料放送契約上禁止されています。  
It is strictly prohibited, as outlined in the subscription contract, for any party to receive the services 
of scrambled broadcasting through use of this product in any country other than Japan and its 
geographic territory as defined by international Law.

  	 最大記録可能数／登録数／文字数について最大記録可能数／登録数／文字数について
上限をこえる場合は、メッセージが表示されます。
最大記録可能数／登録数は、使用状況や、記録する内容などにより、下記の数値より少なくなることがあります。

HDDIHDD  

USB-HDD-IUSB-HDD
SeeQVault-HDD-I
SeeQVault
-HDD BD-IBD AVC-IAVC方式 VR-IVR方式

番組数 2,000 2,000 200 200 99

チャプター数（1つの番組内） 999 99 100 100 上限なし※2

作成できるフォルダー数 99 99 （フォルダー作成できません。）

チャプター数（メディア内） 上限なし 上限なし 999 999 999

メディア名の文字数 全角40文字※3 全角40文字 全角40文字 全角40文字 全角32文字

番組名の文字数 全角40文字 全角40文字 全角40文字 全角40文字 全角32文字

※1 1台ごとの数値です。
※2 ディスク内の最大チャプター数（999）まで、制限はありません。
※3 HDDのメディア名は変更できません。

 ● 録画予約数 200
 ● ダビングリストの番組登録数 36
 ● 1番組あたりの連続録画可能時間  15時間（HDD／USB-HDD／SeeQVault-HDD）／ 

8時間未満（ブルーレイディスク）

 ● 文字数は、全角文字／半角カナで計算しています。

項目 ※1
※1メディア
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45保証書

持ち込み修理機種

本保証書は、本書に記載の内容（本書裏面の規定含む）で無料修理または無償交換をおこなうことをお約束するものです。

①  保証期間中の修理などアフターサービスについてご不明の場合は、お買い上げの販売店またはお客様ご相談窓口にご相談ください。 

② 本書の★印欄に記入･押印のない場合は、お買い上げの販売店にお申し出ください。
③ 本書は再発行いたしませんので、紛失しないよう大切に保管してください。
④  お客様にご記入いただいたご住所などの情報は、保証期間内のサービス活動およびその後の安全点検活動のために記載内容を利用させて

いただく場合がございますので、あらかじめご了承ください。
 

⑤  この保証書によって保証書を発行している者（保証責任者）、およびそれ以外の事業者に対するお客様の法律上の権利を制限するもの
ではありません。 

⑥ 本保証書は日本国内で使用される場合のみ適用されます。  
 This warranty is valid only in Japan.      
⑦  修理のために、当社から修理委託している保守会社などに必要なお客様の個人情報を預託する場合がございますが、個人情報保護法

および当社と同様の個人情報保護規程を遵守させますので、あらかじめご了承ください。
 
 

●ご販売店様へ
★印欄をご記入のうえ、お客様へお渡しください。

品名

★ 製造番号

型番

（ふりがな）
お　名　前
ご　住　所　〒　　　-

お電話番号（　　　　　） -

※

様
客
お

店
売
販
★

店　　名

住　　所

電話番号

保証期間（お買い上げ日から） 本　体 1　年　間 ★お買い上げ日 年　　　　　月　　　　　日

保　証　書 （表面）

保
証
書
レ
シ
ー
ト
貼
付

● 販売店からの保証書レシートは、ここに貼り付けて保管しておいてください。

〒574-0013　大阪府大東市中垣内7丁目7番 1号

お客様ご相談窓口｜電話番号　　　
通話料（無　料）0120 -055-271
通話料（有　料）0570-008-271

FBR-HT3040ブルーレイディスクレコーダー

見 本



さ
ま
ざ
ま
な
情
報

46

無料修理規定
（イ）  取扱説明書、本体貼付ラベルなどの注意書きに従った正常なご使用状態で、保証期間中に故障した場合には、本保証書に従い、

無料修理いたします。ただし、製品の状態やその他の事情により、修理に代えて製品交換で対応する場合がありますので、
あらかじめご了承ください。

（ロ）  次のような場合には、保証期間中でも有料修理あるいは修理が不可能な場合は、同等製品との有償交換となります。
① 本保証書のご提示がない場合。
②  本保証書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名など必要事項の記入や押印がない場合、あるいは字句を書き替えられた場合。
③  使用上の誤り、結露や水濡れあるいは不当な改造、修理、加工による故障および損傷。（取扱説明書の記載内容を守らない

ことによって生じた損害に関して、責任を負いません。）
④ お買い上げ後の取り付け場所の移動、輸送、落下、衝撃などによる故障および損傷。
⑤  業務用・商業用による使用や車両、船舶などに搭載して使用した場合に生じた故障や損傷。
⑥  火災、塩害、ガス害（硫黄ガスなど）、地震、落雷、津波および風水害、その他天災地変、あるいは異常電圧などの外部要因に

よる故障および損傷。
⑦ 錆、カビ、過度な汚れなどによる故障や損傷。
⑧ 虫などの動植物や、タバコの煙、ゴミや埃などの異物混入による故障や損傷。
⑨  故障の原因が本機以外（通信・受信環境、あるいは接続している機器およびケーブル類、海賊版などの違法ディスクや傷

ついたり汚れたりしている不正なディスクなど）の製品にある場合。
⑩  本機の使用または使用不能による付随的な損害に関して、保証・補償いたしません。
⑪  予告なく変更や追加される、あるいは規格の異なる記録媒体、アプリケーション、コンテンツ、放送および電源電圧による

不具合。（インターネットを使用して提供されるサービスは、予告なく休止したり、サービス自体が終了されたりする場合が
ありますので、あらかじめご了承ください。）

（ハ）  記録媒体を搭載または使用する製品の場合は、故障の際または修理・交換により記録内容が消失等する場合がありますが、記録
内容についての補償はいたしません。

（ニ）  商品を直接修理窓口へ送付した場合の送料などはお客様の負担となります。また、出張修理・出張によるソフトウェアの更新を
おこなう場合は、出張料はお客様の負担となります。

※  環境保護等を推進するため、当社の判断により修理の際に再生部品または代替部品を使用することがありますので、あらかじめ
ご了承ください。また、修理後、交換した部品は当社が任意にお引き取りさせていただきます。

※  製品交換となる場合の当社からお届けする交換品は、当社にて分解、クリーニング、消耗・不具合部品の交換、再調整などおこなった
新品同等の機械的、電気的に動作確認をおこなった交換製品となります。

※  本保証書にもとづく無料修理（製品交換含む）後の製品については、最初のご購入時の保証期間が適用されます。

（表面もご覧ください。）

保　証　書 （裏面）

見 本

保証書（見本）（つづき）
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